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Ⅰ 京都市の学校評価システム 
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１ 京都市における学校評価の考え方 

本市では，学校評価を導入するにあたり，平成１３年度に校長会との共同プロジェクトを立ち上げ，

学校評価の試行実施を開始した。その後，２年間の議論と実践をもとにプロジェクトのまとめ「今，学

校にもとめられているもの」を発行すると同時に「京都市学校評価ガイドライン」を策定し，学校と家

庭・地域が，お互いが足りないところを補い合い，互いに高め合う双方向の信頼関係を築くことを目指

す学校評価を平成１５年度から全校で実施した。 

○その後の経過

H１６年 全校での評価結果の公表

H１８年１２月 学校運営協議会に関する専門委員会 学校評価部会の設置

H１９年４月 「京都市学校評価ガイドライン（平成１５年度版）」の改訂（第 2 版）

H１９年６月 「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例」の施行 

H１９年７月 「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」を設置 

(学校運営協議会に関する専門委員会 学校評価部会を組織改正)

この間, 学校評価活動を深化させながら，ＰＤＣＡサイクルによる「学校評価システム」の着実な浸

透を図ってきた。また，国においても，学校評価をめぐる法令の改正が行われ，「学校自己評価の実施

とその公表，教育委員会への報告」が義務化されるとともに，「自己評価結果に対して保護者，地域の

方々など学校関係者による評価を得ること」も努力義務化された。

こうした状況を踏まえ，平成２１年６月には，次の４点を柱とした「京都市学校評価ガイドライン（第

３版）」を策定し，学校評価の充実に努めている。 

（１）学校評価をみんなのものにする 

各学校では，校内評価委員会を中心に全教職員が評価項目・指標，学校教育目標の具現化に向けた実

践や評価結果を共有し，「自己評価」を今後の教育活動の改善に結び付けるとともに，保護者・地域の

方々による「学校関係者評価」やそれらの評価結果の公表を行っている。こうした取組を通して，学校

評価は，教職員はもとより，保護者・地域の方々も含めた「みんなのもの」となり，学校・家庭・地域

が一体となって子どもたちの学校生活を「よりよいもの」とする上で，重要な役割を担っている。  

（２）当事者意識を持って評価する

評価の実施にあたって，教職員や学校関係者は学校を単なる評価対象として見るのではなく，よりよ

い学校づくりを進める当事者としての意識を持って評価する。特に，本市では，学校関係者評価の中で

「学校の自己評価結果に対する評価」を受けることに加え，「学校改善に向けた支援策」についても明

記することとしている。 

（３）自らを振り返り，互いに高め合う

本市では，学校評価システムの導入当初から，保護者・地域等が学校を一方的に評価するのではなく，

それぞれがそれぞれの立場で自らを振り返ることを重視してきた。「教職員は自らの教育活動や指導を

振り返る」「保護者は自らの子育てを振り返る」「地域は子どもへの関わりを振り返る」そして，「子ど

もたちは，自らの学習に向かう学びの姿勢を振り返る」など，「それぞれが自らを振り返る」という視

点を持つことにより，お互いが足りないところを補い合い，互いに高め合う双方向の信頼関係の構築を

目指し，取り組んできた。 

（４）学校の魅力を発見し，発信する

学校評価を実施することで学校の課題を把握し，その克服・改善に向けた取組に結びつけるためには，

学校の魅力が見える評価手法を用いることが重要である。本市では，アンケート作成・集計・分析が可

能な「学校評価支援システム」を活用し自校の魅力や課題が一目で分かる魅力・課題発見型（ニーズ調

査型）のアンケート手法を導入している。これらの結果の概要は全ての学校のホームページで公開する

とともに「学校だより」等でも積極的に情報を発信している。 
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≪自己評価と学校関係者評価，第三者評価のイメージ図≫ 

※①アンケートは適時実施。 

※②アンケートを踏まえた自己評価は 

  年２回（中間・年間）実施。 

※③自己評価を踏まえた学校関係者評価を実施。 

※④教育委員会へは年２回報告書を提出。 

※⑤第三者評価は年１回実施。 

※⑥京都市行政評価条例に基づく報告。 

≪ＰＤＣＡサイクルに基づく学校評価の流れ≫ 

願いをこめて   力を合わせて                振り返り     高め合い  次のステップへ 
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目指す子ども像，目指す教師像， 

目指す学校像を計画・方針に示す。 

計画に沿った教育活動・学校運営を日々実践し， 

実践の中での気付いた課題には，迅速に改善・対応する。 

教職員が自校を評価する「自己評価」， 

保護者や地域の方が自己評価結果を踏まえて評価する「学校関係者評価」，

評価の際には，アンケートや各種データも活用し，成果や課題を発見する。 

「なぜできたか（できなかったか）」を中心に分析を行う。見えてきた成果や課題について 

教職員・保護者・地域の方で共有し，教育活動の改善・充実を図る。 

重要度，達成度から明らかになった重点課題を次年度の計画・方針に反映し取り組む。 

「自ら振り返り，互いに高め合う」・・・学校・家庭・地域みんなの力で学校改善を図る。 
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学校評価の推進と学校運営の改善

学 校 教 育 の 重 点

教育指導計画書
～教育活動の全体計画～

承認

教育活動への

参画・支援

次年度，次の取組の目標設定へ

○学校訪問

○意見聴取

○支 援

○助言・指導

Ｐ

Ｐ

学校は，自己評価を基本とし，学校関係者評価を活用して，組織的・継続的に学校改善を図っていきます。

学校関係者 教育委員会学 校

提出

児童生徒アンケート

保護者・地域アンケート

教職員アンケート

支援

アンケート結果を踏まえた

自己評価
[前期（中間）・後期（年間）】

経営方針（ビジョン）
～教育活動の重点計画～

公表・説明

学校評価実施報告書

学
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学校運営

学校評価支援システムの提供アンケート項目の検討

学校関係者評価

学校評価表を作成するとともに，結果の概要をＨＰや学校だよりで公表

提出

次年度に向けた改善Ａ

Ｃ

Ｄ

1

2

34

5

6

評価結果を踏

まえた支援策

の検討

学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会

希望・抽出校を対象とした第三者評価（システムの評価）

ポイント 

 １ 学校経営方針，学校評価年間計画，評価項目の策定，公表 

２ 学校の魅力・課題の発見につながるアンケート手法の活用（推奨） 

 ３ 学校組織としての自己評価を充実させ，評価結果及び改善策を提示 

 ４ 自己評価結果に対する学校関係者評価の実施と，課題解決に向けた改善策や支援策の協議 

 ５ 評価結果の教育委員会への報告 

 ６ 教育委員会は学校に対する様々な支援の情報として評価結果を活用
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２ 重点項目 

平成２５年度においては，これまでの取組の上に立って，学校評価の一層の充実を目指し，以

下の３点を主な取組とした。 

（１）「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」による学校訪問（第三者評価）の実施

にあたり，小中連携や地域との連携による教育活動の改善・充実を図るという観点から，特に

同一中学校区にある小学校・中学校を中心に訪問する。（神川中学校区の４校を含む，計８校

を訪問） 

（２）各校においてアンケート作成・集計・分析を行うための「学校評価支援システム」について，

本市の新たな情報セキュリティ環境に適合し，かつ機能面でも分析結果のグラフをより見やす

くする等の改善を加えた本市独自の「新・学校評価支援システム」として開発する。（平成   

２６年６月末から運用を開始） 

（３）各校で作成する「学校評価実施報告書」の様式について，これまで以上に各校の重点目標と

評価項目，具体的な取組とその結果，分析，改善策の関係をわかりやすいものとし，目標達成

や課題解決のための評価活動の流れを理解しやすい形に改善を行う。（平成２６年度から様式

変更） 

３ 実施状況 

（１）「自己評価」の実施状況 

 ア 実施状況 

全ての小中学校で，保護者，児童・生徒によるアンケートを実施するとともに，それらをもと

にした「自己評価（学校教育法施行規則第６６条で平成１９年から義務化）」を行った。それら

の結果については，各学校において，学校評価を特集した「学校だより」やホームページ等で公

表した。 

 イ 「自己評価」の実施による改善点 

 小中学校に，「昨年度（平成２５年度）実施した自己評価を，どのような点で活かそうとしま

したか。」と調査したところ，以下のとおりの回答を得た（複数回答可）。 

「確かな学力に関すること」が小学校は９７％と引き続き高い割合となっており，中学校では

平成２４年度より６ポイント上昇して９５％となった。これは，各校が自己評価をもとに確かな

学力の定着のための取組の充実を図ろうとする意欲の表れと推測される。また，「豊かな心に関

すること」については，中学校で２４年度に前年度比１９ポイント上昇し７５％となったが，２

５年度も同じく７５％と同水準を維持している。小学校とともに，引き続き，道徳教育の充実や，

規範意識の育成に取り組んでいることが伺われる。 
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（２）「学校関係者評価」の実施状況 

「学校関係者評価（学校教育法施行規則第６７条で平成１９年から努力義務化）」については，

全ての小中学校で，「学校運営協議会」又は「学校評議員が一堂に会する場」で学校から「自己

評価の結果」と「学校としての改善策」を説明したうえで，学校運営協議会委員や学校評議員か

ら意見だけではなく支援策についても言及していただくこととしており，課題に即した支援の充

実や取組の見直しが進められている。 

具体的には，総合学習に関わる地域ボランティアの充実や，家庭での読書に関する意識を高め

るための親子読書の取組の実施，地域行事の中で子どもが活躍する場面を増やす等，様々な面で

の支援の充実・改善につながっている。 

 [参考]学校運営協議会の設置数（平成２６年３月３１日時点） 

   小学校１５５校（設置率９２．３％），中学校３７校（設置率５０．７％） 

（３）学校評価の実施にあたっての工夫，課題，効果等について 

小中学校に対し，「評価の公表の際に行った工夫」や「実施にあたっての課題」，「学校評価

の効果」についてのアンケートを実施し，以下のとおりの回答を得た(複数回答可)。 

評価結果の公表については，小学校の９６％，中学校の７３％の学校が学校だより等に「自己

評価・学校関係者評価」の結果を掲載している。学校だより等に掲載していない学校も含め，評

価結果は全校においてホームページに掲載する他，直接説明する機会を設けたり，地域の掲示板

に掲載したりするなど，積極的な公表を行っている。また，多くの学校では，評価結果の分析や

課題等についての説明を記載したり，グラフを使って結果を示したりするなどの方法を用いて，

分かりやすい公表に努めている。

  一方，学校評価の課題としては，アンケートの実施や回収，集計，分析等の作業が煩雑となる

傾向にあるが，学校評価については多くの学校で児童生徒の学力向上や生活態度の改善等に効果

があるとの結果が出ていることから，教職員の事務負担の軽減に向け評価作業の効率化を図るこ

とが必要であり，平成２６年６月から，新・学校評価支援システムの導入を行ったところである。
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評価結果の公表方法や公表内容についての工夫 

 ※評価結果のホームページでの公表については，全校で実施している。 

学校評価に関する課題あるいは困難だったと感じられる点 
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学校評価の効果について

（４）「第三者評価」等の実施状況 

 ア 「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」について 

本市の学校評価システムは，「自らを振り返り，互いに高め合う」ことを理念としており，学

校・家庭・地域が「子どもを育む当事者」として関わることを重視している。 

そのため，評価項目等も各校の課題に応じて重点化して設定している。一方，学校評価の実施

状況や本市が進める学校評価システムの客観性・信頼性を検証するとともに，第三者的な視点で

学校の教育の質の向上につなげるため，学識経験者等による「学校運営協議会及び学校評価に関

する検証委員会」（以下「検証委員会」という）を設置している。 

8



なお，検証委員会は，「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例」第１１条第

２項の「・・・評価について調査し，審議するため」の委員会としての機能も果たしている，地

方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく附属機関である。

【検証委員会委員（２５年度）敬称略・肩書は当時】 

○天笠 茂   千葉大学教授

今野 圭子    PTA 代表（京都市小学校 PTA 連絡協議会会計）

大岩 英雄   公募委員（下京中学校学校運営協議会委員）

加藤 明 京都光華女子大学副学長

◎小松 郁夫  常葉大学教職大学院教授

塩尻 マユミ  元向島南小学校長・元地域教育専門主事室副室長

堀内 孜 環太平洋大学教授

前平 泰志 京都大学教授

今井 知子  京都市立明徳幼稚園長

大畑 眞知子  京都市立藤城小学校長

太田 和男   京都市立双ヶ丘中学校長

江川 正一 京都市立北総合支援学校長

河村 広子   京都市教育委員会学校指導課長   ※ ◎は委員長，○は副委員長

イ 検証委員会による学校訪問 

本市の学校評価システムが，学校現場において，学校改善に向けたシステムとして的確に機能

しているかどうかを検証するため，学校訪問を実施した。 

その結果，「中学校区内の学校間の連携，地域と学校との関係も見ることができた。」，「校長の

やる気，意欲，ビジョン，リーダーシップを発揮することによって，学校を変えていけるという

ことがよくわかった。」等の評価をいただいた。

また，今後に向けた課題としては，「アンケートを答えている保護者から見て，学校評価が学

校改善につながっているという接点が見えにくい。学校評価の取組を活かしながら，保護者も地

域も学校を良くすることが目的であり，それをどれだけ見える形にできるかが問われている。」

「中学校区として，どういう子どもたちに育てていくのかを考えていく必要がある。今後は，小

中学校で評価項目もすり合わせたり，アンケートもわかりやすく，具体的なものにしたりしない

といけない。」などの意見をいただいた。

これらの意見をもとに，平成２６年度の学校評価の実施にあたっては，「学校評価実施報告書」

の様式の改善を図っている（１６ページ参照）。また，小中一貫教育の推進に重点的に取り組ん

でいる学校を中心に，中学校区内で評価項目を合わせ，小・中学校が互いに児童・生徒の実態を

把握することで，義務教育 9 年間の学習をより充実させるための取組を進めている。

【第三者評価の実施校】  

以下の学校において，校長・担当教員ヒアリング，授業観察等を実施。 

① 京都市立上京中学校 

・日 時  平成２５年１１月２５日（月） ９：００～１２：００ 

・委 員  小松委員長（リーダー），大岩委員，太田委員 

② 京都市立神川中学校 

・日 時  平成２５年１１月２５日（月）１３：３０～１６：３０ 

・委 員  小松委員長（リーダー），大岩委員，太田委員  
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③ 京都市立神川小学校 

・日 時    平成２６年 １月１７日（金） ９：００～１２：００ 

・委 員    天笠副委員長（リーダー），塩尻委員，江川委員  

④ 京都市立明親小学校 

・日 時   平成２６年 １月１７日（金）１３：３０～１６：３０ 

・委 員   天笠副委員長（リーダー），塩尻委員，江川委員

⑤ 京都市立美豆小学校 

・日 時   平成２６年 １月２０日（月） ９：００～１２：００ 

・委 員    天笠副委員長（リーダー），今野委員，大岩委員，塩尻委員，大畑委員

⑥ 京都市立羽束師小学校 

・日 時   平成２６年 １月２０日（月）１３：３０～１６：３０ 

・委 員  天笠副委員長（リーダー），今野委員，大岩委員，塩尻委員，大畑委員

⑦ 京都市立久我の杜小学校 

・日 時   平成２６年 ２月１３日（木） ９：００～１２：００ 

・委 員   小松委員長（リーダー），今野委員，加藤委員，堀内委員

⑧ 京都市立中京もえぎ幼稚園 

・日 時   平成２６年 ２月１３日（木）１３：３０～１６：３０ 

・委 員   小松委員長（リーダー），今野委員，加藤委員，堀内委員，今井委員

ウ 平成２５年度 検証委員会開催状況 

① 第１回会議  

・日 時  平成２５年１０月２３日（水）１４：００～

・会 場  京都市役所４階 教育委員室

・議 題    検証委員会の学校訪問について 

          学校評価及び学校運営協議会について 

・議事概要 

  （検証委員会の学校訪問について） 

   ○学校運営協議会の活動が活発的に行われている学校，いわゆるモデル校のような学校を訪

問して，良い事例を発信していきたい。

○同一中学校区にある小・中学校への訪問では，地域との関係についても見ていきたい。

○昨年度に引き続き，幼稚園や総合支援学校の訪問も検討して欲しい。

○学校から訪問して欲しいという声があれば，その学校を訪問できればよい。

○小中一貫教育校を学校評価のフィルターを通して見ると，どのような評価になるのか。

今後の訪問を検討してもらいたい。

（学校評価及び学校運営協議会に対して）

   ○学校評価は単なる記録ではなく，その評価を基にどうアクションを起こすかを考えるもの

で，この本来の目的をもう一度周知する必要があるかもしれない。

○学校へのニーズについてのアンケート結果を，もっと教職員に周知することが必要。管理

職が，もっと学校経営の状況を具体的に提示する必要があるのではないか。

○アンケートの結果からは，８割以上が肯定的な意見として返ってくるが，残りの２割をど

うするかを考え，手立てを打つことが学校評価の本質だと考えている。
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○昨年度，園長会の研修ということで，園長，教頭が集まり，学校評価に関する熟議を行っ

た。評価項目をどうするかということを議論し，それぞれが話し合った結果を自園に持ち

返り学校評価に活かしている。

○保護者からすると，アンケート項目の中にはどのような意図で聞いているのかわからない

ものがある。学校と保護者が学校経営の方向性をもっと話し合うことが必要。

○京都は学校評価のパイオニアとして引っ張ってきたが，学校評価実施報告書のフォームが

整備されてから形骸化していないか。学校評価実施報告書に書き込めば学校評価ができて

いると考えていないか。各学校で地域の特色があり，学校運営協議会があるのだから独自

の学校評価になるべきである。

○学校評価を学校運営協議会の中でどう組み入れ，どう展開するかは全国的にも課題である。

「自己評価」と「学校関係者評価」という両面の仕組みを形骸化しないようにして欲しい。

○学校評価実施報告書の評価指標に「アンケート結果」としか書いていない学校が多く見受

けられる。アンケート結果のどの部分を評価指標として見ているかを書くべき。

○学校評価実施報告書は，ホームページ等での公開を前提としているもの。学校の経営方針

が個々の評価項目につながっていることや，取組の状況等が外部からも一目で分かるよう

な工夫を考えてほしい。

② 第２回会議  

・日 時  平成２６年３月１１日（火）１４：３０～

・会 場  京都市役所４階 教育委員室

・議 題    検証委員会の学校訪問について 

          学校評価及び学校運営協議会について 

・議事概要 

  （検証委員会の学校訪問について） 

○今回は，同一中学校区にある小・中学校を訪問したおかげで，校区内の学校間の連携，地

域と学校との関係も見ることができた。検証委員会の学校訪問としては，重要なやり方な

のではないかと感じた。

○校長のやる気，意欲，ビジョン，リーダーシップを発揮することによって，学校を変えて

いけるということがよくわかった。

○学校教育目標というミッションを教職員が理解し，実現に向けて動いていかないといけな

い。そして，動いてきた取組を点検する必要がある。その結果，成果が上がっていれば，

京都市全体の財産にするなどのシステムづくりが必要。

○学校評価は，数字のほうに目を奪われがちであるが，記名式で自由記述欄の意見に着目し

て，その意見の経年変化を学校経営の軸にされているのは，素晴らしい着眼点であった。

○学校評価に関しては，低学年・中学年・高学年で傾向を分けられている学校があり，わか

りやすいなと思った。また，記名式でのアンケートに書かれた意見を一つ一つ見て，改善

していくという学校経営の新しいやり方を学んだ。

○学校の自己評価結果を元に，保護者や地域の方とともに学校関係者評価で改善していくと

いう意識は全般的に弱いのではないか。

○学校評価をすること自体が目的になっていないか。アンケートを取る項目が，その学校の

実態に即したものになっているかの点検が必要かと思う。

○学校の評価アンケートを保護者は受け取っているが，保護者は受け身の状態。何のために

そのアンケートを答えているのか，なぜその質問なのかということを先生方に申し出る機

会がない。意思疎通ができるアンケートをする必要があるのではないか。

○学校運営協議会に出席しているが，「このような形でするのが学校運営協議会ですよ」と

先生方から言われると，保護者はそうなのかなと思ってしまう。様々な形の学校運営協議
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会があって，動いているということが地域，保護者にも知らせてもらえれば，そこから発

見出来ることも多いと思う。

○訪問した 2 校は，どちらも校長就任 1 年目の学校であったが，今までの体制を変えて，改

革していこうという強い意志を感じた。通常，学校を変えることは，教職員の反発なども

考えられるが，２つの学校では，そのようなことはあまり感じられなく，校長のリーダー

シップ面をよく感じられた。

○訪問した学校では，地域の協力が非常にあった。花壇や校内も地域の協力を得て，きれい

にされていた。吹奏楽の活動では小学校も巻き込んだ，地域との連携があったのは強みで

ある。 

○訪問した学校は，校長が地域の状況を十分に掌握していたし，学校を安定させようという

ことに関しては，十分取り組まれていたと感じた。

○学校の状態が非常によいことを表すかのように，廊下がきれいで，靴も雑巾も整頓されて

いた。子どもが家に帰っても規律を守っていることで，保護者も変わるという話を聞いて，

なるほどと思った。

○訪問した幼稚園では，教職員もチームワークよく，子どもたちをよく見ていただいている

ように思えたが，話を聞いているうちに，幼稚園の力だけではこれからの経営が行き詰っ

ていくような感じを受けた。他の委員からも幼小の連携を重視する提案があったように，

幼稚園だけで動けることではなく，今後の課題であると感じた。

○校長は，教職員一人一人のモチベーションを高める手立てを打っていた。

○３年前に訪問した時よりも，生徒が落ち着いているように感じた。小規模の学校が３つほ

ど集まったような人数が多い学校だったが，校長１人だと非常に大変なように感じた。

○小学校で話を聞くと，中学校で抱えている課題は，小学校で既に現れていて，その連携が，

小学校と中学校で十分につながっていない。小学校は小学校で，中学校は中学校で対応し

ようとしている。

（次年度以降の検証委員会の方向性等について） 

○今回訪問した地域では，学校運営協議会の活動が始まったばかりのところもあり，連携型

（※）にも，支援型（※）にもなっていない学校運営協議会があると感じた。学校を支援

してもらえれば御の字だというような感じで，まだまだ地域と学校の関係性が弱い。京都

市の中でも，連携型になっているところもあれば，支援型のところもあるし，地域の実情

に応じていくつかのタイプに整理していくことが必要。

※支援型の学校運営協議会…学校の方針に基づき必要な支援を行うことを活動の中心とするもの。

※連携型の学校運営協議会…学校の取組の成果や課題を共有し，さらなる改善策を学校とともに

検討・実行するもの。

○学校訪問について可能であれば，校長だけでなく，他の教員も同席した形でヒアリングを

行うような形にならないか。また，訪問した後に学校へのフォローも必要でないか。

○本検証委員会の活動を校長会に対して十分知らせていただくことも大切である。

○本検証委員会の活動は，質の高い学校づくりを支援することであると思う。学校訪問をさ

せていただいた感想は，あらためて，教育は人だと感じた。人事も含めて，地域に応じた

学校のマネジメントをしていただくことが大事。また，京都市は学校数もかなり多いので，

支援型にもなれていない学校もまだあり，そういう学校運営協議会をどう支援していくか。

学校運営協議会を設置する学校数を増やし，活動の仕方を工夫すると同時に，どうしたら

子どもたちに質の高い教育を提供できるのかということを次年度以降も引き続き考えて

いかないといけない。

○学校評価のアンケートについては，そろそろウェイトを低くすべきではないかと感じてい

12



る。保護者アンケートを重視するのではなく，顔と顔を合わして意見を言える場を作るこ

とを次年度以降の方向性にすべきではないか。

○保護者は，幼稚園に入った時からアンケートを取らされていて，問い続けられている。ア

ンケートをすることが慣例の行事になってしまうのではなく，違う目線で意見聴取をすれ

ば，課題の見え方が違うのではないか。

○学校教育に関しては，保護者の方からのニーズは一番多い。今の時代，保護者が学校運営

協議会やＰＴＡの活動に全力で取り組むのは難しい。全体を見通して仕事をしてやろうと

いう方は，一度子育てを終えられた世代が多い。そうした熟年世代の活用を目指している

が，保護者と熟年世代とでは，意見が違うというのも事実でアンケートをすることも大切

だと思う。ただ，アンケートを取ることが慣例行事になるのではなく，問いかけ方を工夫

して，自分の学校の子どもたちの学力向上に活用できるものにしていかないといけないと

は思う。

○アンケートを答えている保護者から見て，学校評価が学校改善につながっているという接

点が見えにくい。学校評価の取組を活かしながら，保護者も地域も学校を良くすることが

目的であり，それをどれだけ見える形にできるかが問われている。

○中学校区を一つのまとまりとしてどういう子どもたちに育てていくのかということを考

えていく必要があるのではないか。小学校は，地域と連携を密に取っているが，中学校の

生徒はどちらかというと地域との連携は薄く，地域から苦言を呈されることは多いが，褒

めてもらうことは少ない。中学校で学校運営協議会を開くことで，校区小学校の地域の方，

校長先生等と共通理解できる部分があったり，中学校でこういうことを進めたらどうかと

いう意見をいただけたりする。今後は，小中学校で評価項目もすり合わせる必要があるし，

アンケートもわかりやすく，具体的なものにしないといけない。

○保護者と学校の視点は違う。今までは学校からの一方通行的で，ずれている部分を問題に

してこなかった。規範意識１つ取っても，保護者と学校では考え方が違うはず。学校が一

歩引いて，我慢強く聞くということも大切。

○そうした評価の観点を設定した理由をみんなに理解してもらう必要がある。そして，それ

を校長先生が，地域，保護者，教職員に説明しなくてはいけないと思う。

（５）京都市版学校評価支援システム 

 ア 概要 

評価の集計，分析，公表の迅速化を図るため，平成１９年度から，パソコン上でマークシート

方式のアンケートを作成し，迅速な集計ができるソフトウエアを全市で活用することとした。こ

うした中，京都市教育委員会と慶應義塾大学との連携協力に関する協定（平成２０年８月締結）

に基づき，平成２２年度までの３箇年をかけて，「かんたん調査票作成ソフト」，「かんたん調査

票読み取りソフト」，「かんたん課題分析データベース」の３つから構成される「京都市版学校評

価支援システム」を共同開発し，評価業務の効率化や効果的なデータ活用を支援している。 

イ 活用状況 

 中学校では学校評価支援システムの活用による「ニーズ調査型アンケート」及び「ニーズ調査

型分析」を実施している割合が増加している。小学校では「ニーズ調査型分析」の実施割合が減

少しているが，「『かんたん課題データベース』による分析ではなく，アンケート結果と学校の取

組状況から学校独自に分析している」と回答している学校が増えてきている。 
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アンケートの実施状況 ※ 小学校 中学校 合計 

「重要度」と「実現度」を聞くニーズ調

査型アンケートの実施 
66 39.8% 21 28.8% 87 36.4% 

「実現度」のみを聞くアンケートの実施 48 28.9% 29 39.7% 77 32.2% 

合計 114 68.7% 50 68.5% 154 64.4% 

※「かんたん調査票作成ソフト」を活用してアンケートを実施している学校の状況 

データ分析の実施状況 ※ 小学校 中学校 合計 

ニーズ調査型分析の実施 36 21.7% 14 19.2% 50 20.9% 

ニーズ調査型以外の分析の実施 22 13.3%  5  6.8% 27 11.3% 

合計 58 34.9% 19 26.0% 77 32.2% 

※「かんたん課題分析データベース」を活用してデータ分析を実施している学校の状況 

（参考）

１．「重要度」と「実現度」を聞く「ニーズ調査型」アンケートの例 

２．ニーズ調査型（魅力・課題発見型）分析の例 

京都市版学校評価支援システムでは，アンケートの中で各項目の重要度と実現度を同時に聞く

ことにより，学校の魅力・課題を自動的に分析することができる。 

■は重要度が高

く，実現度が低い項

目。この項目を重点

課題に位置付ける

など，回答に表れた

願いを学校の取組

に反映させること

ができます。

■は，重要

度が高い項目 

■は，実現

度が低い項目 

分析結果例 
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ウ 新・学校評価支援システムの開発・導入

慶應義塾大学との共同開発により２０年度から活用してきた学校評価支援システムは，その運用

開始から６年が経過したことから，本市の新たな情報環境や情報機器に対応し，かつ機能面でも分

析結果のグラフをより見やすくする等の改善を加えた本市独自の「新・学校評価支援システム」を

平成２５年度中に開発し，平成２６年６月末から運用を開始している。 

○ネットワーク上ではなく，パソコン単体での動作が可能（セキュリティの改善） 

○アンケート作成・集計・分析・データ管理の機能を一つのシステムメニューに統合 

○アンケート作成では，保存した内容の編集や複製が可能 

○集計結果のグラフ化をする際のカラー・白黒印刷のパターン切替えが可能 

＜新システムのメニュー画面＞ 

自校の魅力 

自校の課題 

重要度と実現度の

関係を相対的に捉え

ることで，学校の魅

力，課題を視覚的に

とらえることがで

き，焦点化した分析

が可能になります。 

重要度が高く，実現度が低い項目 

重要度も実現度も高い項目 

また，教職員と保

護者に同様の質問項

目を設定することで

両者の認識のずれを

確認できます。 
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（６）学校評価実施報告書の様式の改善 

  中間評価と年間評価の年２回，学校園で作成し，教育委員会に提出される学校評価実施報告書 

の様式について，「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」からの意見（「評価項目と

取組の関係」や「取組の結果分析と改善策の関係」が分かりにくい等）を踏まえ，学校教育目標

の実現に向けた個々の取組の効果を検証することでさらなる改善につなげるという流れをより

理解しやすい形になるよう，改善に着手したものである。（平成２６年度から新しい様式を導入

している。）（様式は，次ページ参照） 

＜様式の変更箇所＞ 

 ○評価項目ごとに記入する内容を以下のとおり変更し，これまで以上に評価項目と取組の関係や

  設定した評価指標の結果と分析・改善策との関係が分かりやすい形とした。

（変更前）「評価項目」，「評価指標」，「分析（成果と課題）」，「改善策」 

 （変更後）「評価項目」，「自校の取組」，「アンケート項目・各種指標」，「アンケート結果・各種

指標結果」，「分析（成果と課題）」，「改善策」 

 ○評価の分野（「確かな学力」等）ごとに，自己評価，学校関係者評価の記入欄を横に並べ，関

係が分かりやすい形とした。 
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１

２

評価日 平成26年8月22日 評価日 平成26年9月24日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

主体的に考え，
表現し，伝え合え
る能力の育成

各教科での言語活動の
さらなる充実
年三回の授業研究

児童の話す・聞く態度
の変容・ジョイントプロ
グラムの結果

ジョイントプログラム国
語・算数の正答率が
２％上昇

読書の習慣化 １００冊読書の定着
朝読書の確実な実施

平日は平均何時間家
や図書館などで読書し
ていますか

「３０分以上読書してい
る」児童の割合は８５％ ⇒ ⇒

家庭学習の習慣
化

学校だよりによる啓発活
動

平日は授業以外に平
均何時間勉強していま
すか

「３０分以上勉強してい
る」児童の割合は６０％

豊かな体験活動
の実践

ボランティア活動
農業体験

PTAや地域行事に参加
していますか

「参加している」児童の
割合は９２％

望ましい言葉づ
かいの徹底

児童会を中心とした発信
と地域ぐるみの取組

子どもは望ましい言葉
づかいができていると
思いますか

重要度は高いが，実現
度は低い（保護者） ⇒ ⇒

協働活動を通し
た豊かな心の育
成

・各活動で話し合いや協
力の場を積極的に作る
・保護者・地域とのクリー
ンキャンペーンの実施

・友達や家族を大切に
していますか
・きまりをしっかり守って
いますか

「できている」児童の割
合は９５％

基本的生活習慣
の確立

早寝・早起き・朝ごはん
の呼びかけ

早寝・早起き・朝ごはん
など規則正しい生活は
できていますか

「できている」児童の割
合は８５％

体力の向上 ・遊びやスポーツを通
した運動の習慣化
・朝マラソンの取組

・自分からすすんで体
を動かしていますか
・マラソン参加状況及び
体力テストの結果

・「うごかしている」児童
の割合は９０％
・参加児童数は約８割 ⇒ ⇒

⇒ ⇒
情報発信の充実 積極的なホームページ

の更新
学校ホームページへの
アクセス数

年間1,620回のアクセス
数

平成２６年度　学校評価実施報告書  ＜記入例＞
学校名(　　京都市立京都小学校　　)

自己評価 学校関係者評価

3

健
や
か
な
体

1

確
か
な
学
力

・言語活動の充実によりに
主体的な授業づくりやジョ
イントプログラムの結果に
も効果が出てきている。
・「平日３０分以上勉強して
いる」児童の割合が目標
の７０％に達していない。

2

豊
か
な
心

・PTAや地域行事に参加し
ている子どもの割合が
年々増加しており，取組の
成果が見られる。
・教職員は重要度は高く実
現度も高いと考えており，
意識の差異が明確になっ
た。
・協働活動を通して，クラス
等のまとまりができてい
る。

・体験活動で感じたことを，
自らの言葉で表現する場
を充実させる。
・言葉づかいについては，
児童会活動と連携し「マ
ナーアップ週間」を強化す
る。

・登下校時の見守り時
に，子ども同士で乱暴な
言葉づかいをしているの
を見たことがある。
・協働の場面を通して感
じたことや今後活かして
いきたいことを，もう一度
保護者・地域・児童で考
える機会を作ることが大
切。

・ボランティア活動やク
リーンキャンペーンなど
は，学校運営協議会の
体験活動部会がサポー
トしていく。
・学校運営協議会の活
動と学校教育活動の関
連付けを理事会でも考え
ていきたい。

・早寝・早起き・朝ごはんが
できている割合は９０％を
目指したい。
・体を動かすことが好きな
児童の割合が高まってい
る。

・保健室だよりだけでなく，
学級通信等でも積極的に
トピックとして取り上げる。
・朝マラソンについては，
チャレンジカードや表彰制
度の導入で，より積極的な
児童の参加に取り組む。

・チャレンジカードや表彰
制度などの活用は，子ど
もが興味を持って頑張る
うえで効果があると思う。
・体を動かす楽しさをみ
んなで共有できる取組を
充実してほしい。

学校運営協議会の野外
活動・スポーツ部会で，
大文字山・比叡山にのぼ
るイベントを実施し，子ど
もの体力向上をサポート
する。

・授業の中で結論と理由を
述べる取組をさらに充実さ
せる。
・「自学自習のすすめ」を
個別懇談会等で活用す
る。
・宿題の出し方・量につい
て見直す。

・学校で取り組んでいる
「自習ノート」について良
い例を掲示すればどう
か。
・１年間に１００冊読んだ
子どもを表彰するなど促
進の工夫を考えて欲し
い。

・読書の習慣化について
は，学校運営協議会の
読書部会と連携していき
たい。
・学校図書館の環境整
備を進めるため，学校運
営協議会で地域にボラン
ティアを募っていく。

・「小中の授業内容を参観
し，忌憚のない意見交換を
することができた」という声
が多かった。
・ホームページについて
は，時間のある時に更新し
ているが，閲覧状況が伸
び悩んでいる。

・今年はじめて，研修終了
後に意見交換会を必ず設
ける。
・ホームページは，学年か
らの発信を増やす方向で
更新頻度を上げ，見てもら
えるような情報発信を保護
者・地域に行う。

・中１ギャップが言われて
いるが，授業を見合った
りすることがお互いを理
解する上で大切。
・小中の授業を見て，違
いが大きいことに驚い
た。
・ホームページは見て楽
しい内容になっている。

地域ふれいあいコンサー
トなどの小中合同行事に
は，地域をあげて支援し
ていく。

4

独
自
の
取
組

小中一貫教育の
推進

・小中合同授業研修会
の実施
・地域ふれいあいコン
サートの実施
・小中合同進路状況説
明会の実施

・小中の連携が組織的
に取れていますか（教
職員）
・小中合同研修会の実
施回数

・「小中の連携が取れ
ている」と答えた教職員
の割合は９０％
・年３回の授業研修会
を実施

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

　平成２６年度　　重点評価項目

　１．確かな学力の育成（つけたい力を明確にした言語活動）　　２．豊かな心の育成（自律心と責任感の育成を目指した協働活動）
　３．健やかな体の育成（基本的生活習慣の確立，体力の向上）
　１回目評価
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３

評価日 平成27年2月13日 評価日 平成27年3月2日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

主体的に考え，
表現し，伝え合え
る能力の育成

各教科での言語活動の
さらなる充実
年三回の授業研究

児童の話す・聞く態度
の変容・ジョイントプロ
グラムの結果

ジョイントプログラム国
語・算数の正答率が
２％上昇

読書の習慣化 １００冊読書の定着
朝読書の確実な実施

平日は平均何時間家
や図書館などで読書し
ていますか

「３０分以上読書してい
る」児童の割合は８５％ ⇒ ⇒

家庭学習の習慣
化

学校だよりによる啓発活
動

平日は授業以外に平
均何時間勉強していま
すか

「３０分以上勉強してい
る」児童の割合は６０％

豊かな体験活動
の実践

ボランティア活動
農業体験

PTAや地域行事に参加
していますか

「参加している」児童の
割合は９２％

望ましい言葉づ
かいの徹底

児童会を中心とした発信
と地域ぐるみの取組

子どもは望ましい言葉
づかいができていると
思いますか

重要度は高いが，実現
度は低い（保護者） ⇒ ⇒

協働活動を通し
た豊かな心の育
成

・各活動で話し合いや協
力の場を積極的に作る
・保護者・地域とのクリー
ンキャンペーンの実施

・友達や家族を大切に
していますか
・きまりをしっかり守って
いますか

「できている」児童の割
合は９５％

基本的生活習慣
の確立

早寝・早起き・朝ごはん
の呼びかけ

早寝・早起き・朝ごはん
など規則正しい生活は
できていますか

「できている」児童の割
合は８５％

体力の向上 ・遊びやスポーツを通
した運動の習慣化
・朝マラソンの取組

・自分からすすんで体
を動かしていますか
・マラソン参加状況及び
体力テストの結果

・「うごかしている」児童
の割合は９０％
・参加児童数は約８割 ⇒ ⇒

⇒ ⇒
情報発信の充実 積極的なホームページ

の更新
学校ホームページへの
アクセス数

年間1,620回のアクセス
数

４

確
か
な
学
力

・体験活動で感じたことを，
自らの言葉で表現する場
を充実させる。
・言葉づかいについては，
児童会活動と連携し「マ
ナーアップ週間」を強化す
る。

・中１ギャップが言われて
いるが，授業を見合った
りすることがお互いを理
解する上で大切。
・小中の授業を見て，違
いが大きいことに驚い
た。
・ホームページは見て楽
しい内容になっている。

・読書の習慣化について
は，学校運営協議会の
読書部会と連携していき
たい。
・学校図書館の環境整
備を進めるため，学校運
営協議会で地域にボラン
ティアを募っていく。

・登下校時の見守り時
に，子ども同士で乱暴な
言葉づかいをしているの
を見たことがある。
・協働の場面を通して感
じたことや今後活かして
いきたいことを，もう一度
保護者・地域・児童で考
える機会を作ることが大
切。

・チャレンジカードや表彰
制度などの活用は，子ど
もが興味を持って頑張る
うえで効果があると思う。
・体を動かす楽しさをみ
んなで共有できる取組を
充実してほしい。

・ボランティア活動やク
リーンキャンペーンなど
は，学校運営協議会の
体験活動部会がサポー
トしていく。
・学校運営協議会の活
動と学校教育活動の関
連付けを理事会でも考え
ていきたい。

平成２６年度　学校評価実施報告書  ＜記入例＞

2

豊
か
な
心

・PTAや地域行事に参加し
ている子どもの割合が
年々増加しており，取組の
成果が見られる。
・教職員は重要度は高く実
現度も高いと考えており，
意識の差異が明確になっ
た。
・協働活動を通して，クラス
等のまとまりができてい
る

学校名(　　京都市立京都小学校　　)

小中一貫教育の
推進

・学校で取り組んでいる
「自習ノート」について良
い例を掲示すればどう
か。
・１年間に１００冊読んだ
子どもを表彰するなど促
進の工夫を考えて欲し
い。

・保健室だよりだけでなく，
学級通信等でも積極的に
トピックとして取り上げる。
・朝マラソンについては，
チャレンジカードや表彰制
度の導入で，より積極的な
児童の参加に取り組む。

3

1

・授業の中で結論と理由を
述べる取組をさらに充実さ
せる。
・「自学自習のすすめ」を
個別懇談会等で活用す
る。
・宿題の出し方・量につい
て見直す。

・確かな学力の定着に向けた取組は，算数科を中心に，関係者評価において一定の評価をいただいた。今後も，さらなる取組の充実を図り，教員の発問の仕方や授業構成等の改善を図っていく。
・学校評価を通じ，保護者や地域の方に本校の教育活動について，理解を深めていただくことができた。
・次年度に向けてアンケート項目が，学校教育目標と関連したものになっているかの点検が必要。
・小中９年間の教育を見据えて，小中学校で評価項目やアンケート項目を統一し，経年変化を見ていけるようにしていきたい。

・言語活動の充実によりに
主体的な授業づくりやジョ
イントプログラムの結果に
も効果が出てきている。
・「平日３０分以上勉強して
いる」児童の割合が目標
の７０％に達していない。

・「小中の授業内容を参観
し，忌憚のない意見交換を
することができた」という声
が多かった。
・ホームページについて
は，時間のある時に更新し
ているが，閲覧状況が伸
び悩んでいる。

学校運営協議会の野外
活動・スポーツ部会で，
大文字山・比叡山にのぼ
るイベントを実施し，子ど
もの体力向上をサポート
する。

地域ふれいあいコンサー
トなどの小中合同行事に
は，地域をあげて支援し
ていく。

・小中合同授業研修会
の実施
・地域ふれいあいコン
サートの実施
・小中合同進路状況説
明会の実施

・「小中の連携が取れ
ている」と答えた教職員
の割合は９０％
・年３回の授業研修会
を実施

・今年はじめて，研修終了
後に意見交換会を必ず設
ける。
・ホームページは，学年か
らの発信を増やす方向で
更新頻度を上げ，見てもら
えるような情報発信を保護
者・地域に行う。

　総括・次年度の課題

4

独
自
の
取
組

・小中の連携が組織的
に取れていますか（教
職員）
・小中合同研修会の実
施回数

健
や
か
な
体

・早寝・早起き・朝ごはんが
できている割合は９０％を
目指したい。
・体を動かすことが好きな
児童の割合が高まってい
る。

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

　２回目評価
自己評価 学校関係者評価
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４ 学校評価関係年表

年月 京都市 国 

H10 年 9月  

○中教審答申『今後の地方教育行政のあり方について』 

「…各学校においては，教育目標や教育計画等を年度当

初に保護者や地域住民に説明するとともに，その達成状

況等に関する自己評価を実施し，保護者や地域住民に

説明するように努めること…」

H12 

○「京都市立小学校，中学校及び幼稚園の管理

運営に関する規則」「京都市立高等学校の管理

運営に関する規則」「京都市立総合支援学校の

管理運営に関する規則」改正（学校評議員の設

置を明記） 

H12年12月 

○教育改革国民会議報告『教育を変える 17 の提案』 

「…地域で育つ，地域を育てる学校づくりを進める。単一

の価値や評価基準による序列社会ではなく，多様な価値

が可能な，自発性を互いに支えあう社会と学校を目指す

べき…」「…各々の学校の特徴を出すという観点から，外

部評価を含む学校の評価制度を導入し，評価結果は親

や地域と共有し，学校の改善につなげる…」 

○教育課程審議会答申『児童生徒の学習と教育課程の実

施状況の評価のあり方について』 

「…各学校が，児童生徒の学習状況や教育課程の実施

状況等の自己点検・自己評価を行い，それに基づき，学

校の教育課程や指導計画，指導方法等について絶えず

見直しを行い改善を図ることは，学校の責務である…」「…

自己点検・自己評価の公表については，地域や学校の実

情に応じて，各教育委員会等においてそのあり方を検討

することが望ましい。また，公表に当たっては，序列化など

の問題が生じないよう，十分留意する必要がある…」 

H13 年 4月 ○学校評議員を全校・園に設置 

H13 年 8月 
○京都市新世紀教育改革推進プロジェクト「学校

評価部会」発足（～平成１５年２月） 

H13 年 9月 ○京都市学校評価実践研究協力校７校を指定 

H14 年 2月 

○ 中教審答申『今後の教員免許制度のあり方について』 

「…学校と学校外との双方向のコミュニケーションの成立

を確実にするため，学校の自己点検・自己評価の実施と

その結果を保護者や地域住民等に公表する学校評価シ

ステムを早期に確立することを提言する…」

H14 年 3月 

○小・中学校設置基準 

（自己評価の実施と結果の公表が努力義務化。保護者等

に対する情報提供を積極的に行うよう規定） 

H14 年 4月 ○京都市では学校評価を全校種 40 校で実施  

H14年11月 

○「新しいタイプの学校運営のあり方に関する実

践研究」で国が御所南小を指定。同事業の一

環として，京都市が独自に高倉小を指定

H15 年 3月 
○地域教育専門主事室「今求められる学校づくり

のために」（実践事例集・ガイドライン）発行 
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年月 京都市 国 

H15 年 4月 ○学校評価を全校・園で実施  

H15 年 9月 

○「新しいタイプの学校運営のあり方に関する実

践研究」の一環として，京都市が独自に京都御

池中を指定。すでに指定を受けている御所南

小・高倉小と共に実践研究を進める

H16 年 3月 ○評価結果を全校・園で公表  

H16年11月 

○京都市立学校における学校運営協議会の設

置等に関する規則の制定 

○御所南小・高倉小・京都御池中に学校運営協

議会を設置 

H17 年 5月 ○学校運営協議会 5校設置 

H17 年 6月 

○閣議決定『経済財政運営と構造改革に関する基本方針

2005』（義務教育における外部評価の実施と結果の公表

のためのガイドライン策定が掲げられる）

○中央教育審議会答申『新しい時代の義務教育を創造す

る』（大綱的な学校評価ガイドラインの策定が必要と提起）

H17年10月 

○中教審答申『義務教育の構造改革』 

「…教育の結果の検証を国の責任で行う。具体的施策と

して全国学力調査と学校評価システムをあげた…「教育

の質的向上に寄与する学校評価」という新たな捉え方」  

H18 年 3月 

○学校運営協議会 17校設置 ○文部科学大臣決定『義務教育諸学校における学校評価

ガイドライン』（京都市などの事例を基に国の学校評価ガ

イドライン発表） 

H18 

○児童・生徒によるアンケート評価を全校実施 

H18年12月 

○学校運営協議会に関する専門委員会内に学

校評価専門部会（平成１９年に学校運営協議会

及び学校評価に関する検証委員会に改組）を

設置 

○「規制改革・民間開放推進に関する第３次答申」（学校教

育制度の評価確立が求められる） 

○教育基本法改正 

H19 年 1月 

 ○教育再生会議第１次報告『社会総がかりで教育再生を』 

（保護者等による実効ある外部評価の導入とその結果の

公表について提言）

H19 年 3月 

○京都市教育委員会「学校評価実践協力校の実

践報告集」発行 

○学校運営協議会 60 校設置 

○初等中等教育局長通知 

「…学校評価制度等に係る運用上の工夫等について」

（個人情報に配慮した上でホームページ等で評価結果を

公表するよう促している） 

○中教審答申『教育基本法の改正を受けて緊急に必要とさ

れる教育制度の改正について』 

「…情報提供に関する学校の責務の明確化は，公の性質

を有する学校が，自らの説明責任を果たすためにも重要

…」 

○文部科学省通知 

「…個人情報に配慮した上で，評価結果をホームページ等

で公表することを推進する…」 
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年月 京都市 国 

H19 

○評価結果のＨＰ公表の徹底 

H19 年 4月 

○「京都市立小学校，中学校及び幼稚園の管理

運営に関する規則」「京都市立高等学校の管理

運営に関する規則」「京都市立総合支援学校の

管理運営に関する規則」改正（学校評価を規則

にも明記） 

○学校評価ガイドラインの改訂 

H19 年 6月 

○「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価

に関する条例」制定 

（学校教育活動についても条例の対象とした。

全国初） 

○学校教育法一部改正 

H19年12月 

○京都市「学校運営協議会及び学校評価に関す

る検証委員会」第１回開催 

○「学校教育法施行規則一部改正」 

（学校評価を生かした学校改善及び教育水準の向上，保護

者・地域住民等への教育活動や学校運営に関する情報の

積極的な公開の規定を盛り込む） 

H20 年 1月 

 ○文部科学省『学校評価ガイドライン』改訂 

（１９年 6 月の法改正を受けての改訂） 

H21 年 3月 

○学校運営協議会 142 校設置  

H21 年 6月 
○京都市学校評価ガイドライン【第３版】策定

H22 年 3月 ○学校運営協議会 163 校設置

H22 年 7月 
○文部科学省『学校評価ガイドライン』改訂 

（第三者評価の在り方に関する記述の充実） 

H23 年 3月 ○学校運営協議会 171 校設置 

H23年11月 ○文部科学省『幼稚園における学校評価ガイドライン』改訂 

（第三者評価の在り方に関する記述の充実） 

H24 年 3月 ○学校運営協議会 184 校設置 

H25 年 3月 ○学校運営協議会 192 校設置 

H26 年 3月 ○学校運営協議会 210 校設置 
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Ⅱ 学校での取組事例 
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10

11

12

教育指導計画書の作成

学校評価の実施に向けた企画 

評価項目の検討 

保護者アンケート 

地域アンケート 

児童アンケート 

自己評価の実施 

後期の方針検討 

休日参観 

保護者アンケート 

地域アンケート 

児童アンケート 

自己評価の実施 

評価結果の分析 

改善策の検討 

次年度の方針の共通理解 

学校評議員会にて 

評価の結果・分析 

学校運営協議会にて 

評価の結果・分析 

次年度方針共通理解

評価年間計画をＨＰで公表 

学校教育方針公表と解説 

第１回学校評価の結果・改

善策を学校だより・ＨＰで

公表 

第２回学校評価の結果・改

善策を学校だより・ＨＰで

公表 

年

間

中

間

     平成２５年度 学校評価年間計画    久我の杜 小学校 
学校評価のねらい 

学校関係者の意見を教育活動に反映させ，保護者・地域とのよりよい連携を進めていく 

4

5

7

8

9

1

2

3

6

評価の検討と実施
学校運営協議会 
学校評議員の会 公表の時期と方法

（別添様式８）
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平成２５年度 久我の杜小学校教育方針

  学 校 教 育 目 標 

わかる喜び，できる喜び 笑顔あふれる久我の杜 

～感動のある学校～ 

≪めざす子ども像≫ 

１． いのちを大切にする子 

２． 心通わせ，思いやりをもって助け合う子 

３． 自分の考えを確かにし，よく考えて行動

する子 

４． 最後まで頑張る子 

○こころ通わせ 助け合う 

○がっこう大好き 久我の杜っ子 

○のびのび活動 最後まで 

○も○りもり元気 心と体 

≪めざす学校像≫  ～一人一人の子どもを徹底的に大切にする学校～ 

１． 学校・家庭・地域が連携し，子ども一人一人の安心・安全を守る学校 

２． 子ども一人一人が認められ，尊重され，大切にされる学校 

３． 子ども一人一人が「わかる喜び」を実感できる授業の構築を目指す学校 

４． 子ども一人一人が目標をもち，やりぬこうとする意欲あふれる学校 

≪学校経営方針≫     ～三つの指針～ 

１． あらゆる教育の場で，お互いを尊重し認め合う人権尊重の精神を基盤とし，

一人一人の子どもの学力を最大限に伸ばす指導の充実を目指し，学ぶ意欲と目的

意識をもった主体的・自発的な子どもを育てる。【確かな学力】 

２． あいさつの徹底や規範意識の育成を通して，支え合い高め合う集団作りを目

指すとともに，いのちを大切にし，人権を尊重する心を育てる。【豊かな心】 

３． 健康で安全な生活の構築に向けて，自らの生活習慣・食生活を見直し，心身

の健康を維持し，生き生きと生活できる安全で安心な生活づくりの取組を充実さ

せる。【健やかな体】 
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久我の杜小学校の学校評価について 

１ 評価のねらい

学校関係者の意見を教育活動に反映させ，保護者・地域とのよりよい連携を進めていく。 

２ 重点評価項目 

○基礎基本の学力の定着 

○きまりやルールを守ろうとする態度の育成 

３ 評価手法 

教職員・保護者・児童・地域に対するアンケート調査を実施した。アンケート結果の他，

全国学力学習状況調査やジョイントプログラムの結果や質問項目の内容，朝のあいさつや，

授業での態度など，子どもたちの様子についても評価の判断材料として分析を行い，「学校

評価実施報告書」を作成して教育委員会に報告するとともに，アンケート結果をまとめ，

学校だよりやホームページで公表した。 

４ アンケート結果等による分析 

（１） 規範意識の向上について 

アンケート結果によると，「気持ちよく登校できている」と約９割の児童が回答してお

り，「あいさつ」についてもあいさつ運動等の結果，達成度が高められている状況である。

一方，「学校のきまりやルールが守れていますか」という質問に対しては，約３割の児童

が「あまりできていない」，「できていない」，「わからない」と答えるという結果となっ

た。規範意識の低下は「きまりを守れない」というだけではなく，「忘れ物をする」，

「不必要なものを持ってくる」，「授業中，私語をする」といった行動にもつながりや

すく，学習環境の乱れや学習意欲の低下にもつながりかねない。 

  そのため，学校だよりでは，６月号に掲載した「規範意識を育むための，効果的なほ

め方・叱り方」について１０月号で再度とりあげ，子どもたちに規範意識を育むために

は周囲の大人の関わり方が大切であり，学校・家庭・地域が協力して子どもたちに関わ

っていくことを呼び掛けている。 

  人権教育や道徳教育，SST（ソーシャルスキル・トレーニング）※ 等を通して，社会

の中で，相手を大切にしながら関係を作っていく力を育んでいくための取組を実践して

いるが，規範意識の改善は学力向上にも大きな関わりがあると考えられ，今後も重点的

に取り組むべき課題であることが明確になった。 

    ※ 「友達への謝り方やその受け入れ方」など相手を思いやる気持ちや人間関係づくり

のためのスキルを身に付けるためのトレーニング。月ごとにテーマ設定し，学級活動

の時間に実施している。 

（２） 学習意欲を高める授業づくりと，家庭学習の充実について 

確かな学力に関する「基礎基本の学力」の評価結果において，教職員の約９割が，わ

かる授業の構築に向けて取り組んでいると回答している。児童の達成度についても，後

期のアンケートでは７割以上まで伸びており，算数科を核とした授業改善の取組やジョ
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イントプログラム等の活用により「分かるまで頑張ろうとする」学習の成果が出ている

と考えられる。 

  今後においても学習のめあてを明確にし，知識を得て活用することの喜びや達成感を

味わうことができ，一層学習意欲を高められる授業づくりを工夫していく必要がある。 

  また，「家庭学習」や「忘れ物」，「家庭での食生活」，「家庭での役割づけ・責任づけ」

といった点では保護者から「あまりできていない」，「できていない」といった回答が３

～４割程度という状況もあり，家庭の教育力が十分発揮できていない様子も一部でうか

がえるため，この結果を各家庭に知っていただくとともに，家庭学習や生活習慣の重要

性について引き続き，情報発信していく必要があると考える。 

５ 自己評価 

 学校評価実施報告書（３２，３３ページ）を参照 

６ 学校関係者評価 

本校では，自己評価の結果をふまえ，学校評議員会による学校関係者評価を実施してき

たが，平成２５年１１月に学校運営協議会が発足して以降は，学校運営協議会による学校

関係者評価を実施している。

学校関係者評価では，「登下校中のあいさつの仕方や，声の大きさが気になる。」，「児童

会を中心にあいさつ運動をがんばっているのは分かるが，家庭でのあいさつがなされてい

るのか，保護者への働きかけが必要である。」，「学校の決まりを守らず，危険なことをした

り，迷惑をかけたりしていることもある。規範意識を高める必要性を感じる。」，「規範意識

は中学生も含めてこの地域の課題であり，地域も連携して取り組んでいきたい。」「学校運

営協議会が発足し，今まで以上に学校と地域が結びつき，地域活性化を図っていきたい。」

というご意見をいただいた。 

また，改善に向けた支援策としては，「あいさつと規範意識について，明確な課題であり，

教職員・保護者・地域がそれぞれ取り組めることを明確にして重点的に取組んでいきたい。」，

「SST の授業を契機とし，相手を大切にする意識が習慣化・一般化するまで指導を継続す

る。」，「道徳教育，人権教育を学校生活の中での基盤とし，実践できる力となるよう見直し，

検討していく必要を感じる。そして他人を思いやる心を育てたり，規範意識を育むための

取組を推進したりしていきたい。」といった提案をいただいた。 

７ 総括・次年度に向けた課題等 

○ 学校全体での研究の取組や「あいさつ運動」などにより，課題の改善が少し見られ

たことは成果であった。改善が見られた項目については，子どもや保護者の振返りを

大切にしながら，今後も継続・充実・発展させる形で取組を進めていきたい。 

 ○ 児童自らが気づき，考え，実践できる指導を意識して取り組んでいきたい。また，

保育園と小・中学校，家庭，地域で取組の内容や子どもの状況について情報を共有し，

さらに連携を深めていきたい。 
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夏休み前後に実施した学校評価の結果をまとめましたので，お知らせします。グラフの数値で

使っている達成度は，「わからない」をのぞいて，「よくできている」，「だいたいできている」

を合わせたものです。なお，各項目の詳しい数値につきましては，ホームページ上に公開してお

りますので，そちらをご覧ください。※http://cms.edu.city.kyoto.jp/weblog/index.php?id=117609
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「確かな学力」の達成度

児童 保護者 教職員
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気持ちよく登校

あいさつ

きまり，ルール人権意識

整理，仕事の大切さ

「豊かな心」の達成度

児童 保護者 教職員

学校評価の結果を振り返って

いずれも達成度が高いもの

の，児童の達成度がだんだ

んと下がっているのが気に

なります。 

児童の人権意識の達成度が少し

伸びました。しかし，教職員か

ら見ると，まだ不十分だという

見方です。

家庭での達成度が低く，家族の1

員として家の手伝いや自分のこと

は自分でする習慣を身に付ける必

要があると思われます。 

教職員の達成率がほぼ80％に対し，

児童の達成率がほぼ 70％と差が見ら

れます。これは，教職員が感じている

以上に児童ができていないと感じてい

るということを表しています。評価が

適切に児童に伝わっていないことも一

因だと考えられます。

保護者の「言葉づかい」

と「読書」の項目におけ

る達成度がとても低くな

っています。家庭では，

本を読んでいない現状が

うかがえます。

教職員と児童との間に特

に差がありました。子ど

もたちは，積極的な授業

参加ができていないと感

じているようです。

児童の達成度が75％

しかありません。 児

童の「規範意識」の達

成度がなかなか改善さ

れていません。 

教職員は学力定着に向け，わかる授業の構築を 

目指して取り組んでいます。

学校評価〔前期〕結果の考察と改善策
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安全な行動
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継続的に運動

「健やかな体」の達成度

児童 保護者 教職員
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100
学校に相談

学校の広報

忘れ物をしない家庭での役割責任

学校への理解協力

「家庭との連携」の達成度

保護者 教職員

全体を通して（今後の改善策）

・学習面において，めあてを明確にし，達成感を味わわせたり，児童が自分の成長を振り返っ
たりする機会を多く持ち，自分を評価する場を充実させていきたいと思います。また，学習
に対する興味関心を高めるための工夫を探っていく必要があります。 

・心と体において，項目によって大人と認識の差がみられる項目もありました。子どもの中で

の判断の基準もあいまいなものになっているのかも知れません。機会あるごとに生活態度も
振り返るようにしていきたいと思います。 

・明確な課題となっている「あいさつ」と「規範意識」については，教職員と保護者，地域と

の連携により重点的に取り組んでいきたいと思います。 

児童，保護者と教職員

との達成度の差が見ら

れます。教職員の達成

度とかなり差があり，

基本的な生活習慣に対

する認識の相違がみら

れます。

保護者の達成度が
低くなっていま

す。家庭での食生

活には課題のある

児童が多いようで

す。

児童の達成度がすべて80％以上で

高いという結果になっています。学

習面とは違って体力面では自信のあ

る児童が多いということがうかがえ

ます。ただ，教職員との差が大きい

項目もあり，すべてが達成できてい

るとは言い難い状況でもあります。 

学校への理解協力

の達成度が高まっ

てきています。よ

い傾向が見られて

います。さらに連

携を深めていきた

いと思います。 

教職員，保護者ともに達成

度が低く，家庭と連携しな

がら，児童に家族の一員と

しての自覚や責任を持たせ

るような働きかけを行う必

要を感じます。 

教職員が感じている以上に，

保護者は広報してもらえてい

るという結果になります。た

だ，クラスによって若干の差

もあります。 

保護者，教職員と

も達成度が低く，

教職員の達成度と

かなり差があり，

基本的な生活習慣

に対する認識の相

違がみられます。 

2
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冬休み前後に実施した学校評価の結果をまとめましたので，お知らせします。グラフの数値で使ってい

る達成度は，「わからない」をのぞいて，「よくできている」，「だいたいできている」を合わせたもの

です。なお，各項目の詳しい数値につきましては，ホームページ上に公開しておりますので，そちらをご

覧ください。※http://cms.edu.city.kyoto.jp/weblog/index.php?id=117609 
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言葉づかい

「確かな学力」の達成度

児童 保護者 教職員
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100
気持ちよく登校

あいさつ

きまり，ルール人権意識

整理，仕事の大切さ

「豊かな心」の達成度

児童 保護者 教職員

「確かな学力」の達成度を見る

と，全体的に，教職員の達成度に

比べ，児童・保護者の達成度が低
くなっています。 

学校の取組やさまざまな評価な
どにより，「分かるまで頑張ろう

とする」児童が増えたことは大き

な成果と言えます。

あいさつ 

児童の達成度が前期より
も高いという結果になっ

ています。 

きまり・ルール 

児童の達成度が前

期よりも低いとい

う結果になっていま

す。 

「気持ちよく登校」，「あいさ

つ」する児童が増えました。

「あいさつ運動」などの取組の
成果が表れています。しかし，

その一方，「人権意識」，「き
まり・ルール」については学校

の取組が児童には十分反映され
ていない結果となっています。

気持ちよく登校 

児童の達成度が前期より若干高いとい

う結果になっています。 

基礎基本の学力 

児童，教職員の達成度が前期

より高いという結果になって

います。

授業態度 

保護者の達成度が前
期より高いという結果

になっています。 

家庭学習 

教職員と児童・保
護者の達成度の差

が前期より大きく
なっているという結

果になっています。 

人権意識  児童の達成度が前期よりも低くなり，教

職員は前期より高いという結果になっています。 

教職員は校内研究を深め，基礎基本の学力の

定着に向けて更なる取組を進めています。

学校評価の結果を振り返って 学校評価〔後期〕結果の考察と改善策
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「健やかな体」の達成度

児童 保護者 教職員

40
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70

80
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100
学校に相談

学校の広報

忘れ物をしない家庭での役割責任

学校への理解協力

「家庭との連携」の達成度
保護者 教職員

全体を通して（今後の改善策） 
・学校全体での研究の取組や「あいさつ運動」等により，少し改善が見られた項目があったこ
とは成果でした。改善が見られた項目については，子どもや保護者の方の振り返りを大切に
しながら，今後も継続・充実・発展させる形で取組を進めていきたいと思います。 

・「人権意識」や「規範意識」については，ＳＳＴや人権集会などの取組が十分に反映されて
いるとは言い難い結果となりました。道徳教育，人権教育が学校生活の中の基盤となり，実
践できる力となるよう見直し，検討していく必要を感じます。そして，他人とつながる喜び
を味わわせたり，他人を思いやる心を育てたり，規範意識を育むための取組を推進したりし
ていきたいと思います。また，児童自らが気づき，考え，実践できる指導を意識して取り組
んでいきたいと思います。学校と家庭と地域とで，その取組や児童の状況について情報を共
有し，さらに連携を深めていきたいと思います。 

安全な行動 

教職員の達成度が前期
より低いという結果に

なっています。 

健康に関心 

教職員の達成度

が前期より高い

という結果になっ

ています。 

「食生活」におい
て，学校の食に関す

る指導が家庭におい

て十分生かされてい
ないことがうかがえ

ます。 
「安全な行動」にお

いては教職員と児童

との間に意識の差が
見られ，児童が自ら

家庭での役割・責任

保護者の達成度が前

期より低いという結

果になっています。 

教職員が思う以上に，学校の取組が保
護者に伝わり，保護者が学校を身近に

感じ，学校に協力していることがうか
がえます。しかし，「忘れ物をしな

い」，「家庭での役割・責任」におい

ては達成度が低く，さらなる連携が求
められます。

学校に相談 

教職員の達成度が前期より低いとい

う結果になっています。 

基本的な生活習慣 

教職員の達成度が前期より高い
という結果になっています。 

学校の広報 

教職員の達成度が前期よ
り低いという結果になっ

ています。 
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（京都市立久我の杜小学校・園）
No.1

1

2

分野 評価項目 評価指標 改善策
基礎基本の学力 アンケート・ジョイントプログラム・全国学力調査

授業態度 教職員・保護者・児童アンケート

家庭学習 教職員・保護者・児童アンケート

読　書 教職員・保護者・児童アンケート

言葉づかい 教職員・保護者・児童アンケート

気持ちよく登校 教職員・保護者・児童アンケート

あいさつ 教職員・保護者・児童アンケート

きまりやルールを守る 教職員・保護者・児童アンケート

人権意識 教職員・保護者・児童アンケート

整理・仕事の大切さ 教職員・保護者・児童アンケート

基本的生活習慣 教職員・保護者・児童アンケート

安全に気をつける 教職員・保護者・児童アンケート

健康に関心を持つ 教職員・保護者・児童アンケート

望ましい食生活 教職員・保護者・児童アンケート

継続的な運動 教職員・保護者・児童アンケート

学校に相談 教職員・保護者アンケート

学校の方針や様子の広報 教職員・保護者アンケート

忘れ物について 教職員・保護者アンケート

家庭での役割・責任 教職員・保護者アンケート

学校への理解・協力 教職員・保護者アンケート

・学習面において，児童に達成感を味わわせたり，児童
が自分の成長を振り返ったりする機会を多く持ち，自分
を評価する場を充実させていくことが必要だと感じる。
・学習に対する興味関心を高めていきたい。

分析（成果と課題）

・家族の一員として家の手伝いや自分のことは自分でする
習慣を養う必要がある。
・気持ちよく登校している児童の割合が若干ではあるが，
減少傾向が見られる。
・児童の規範意識の改善がなかなか見られない。
・児童の人権意識がわずかに上がっている。

・児童の達成度が全ての項目で70％前後である。教職員
が感じている以上に児童ができていないと感じている。評
価の基準が正確に児童に伝わっていないことも考えられ
る。
・家庭において，本を読んでいない，言葉遣いに留意して
いないという状況がうかがえる。
・児童は，積極的な授業参加ができていないと感じてい
る

2

確かな学力

豊かな心

・教職員と保護者との連携において，良好な関係が築
かれつつある。日頃の連絡や連携などを積み上げてい
く中で築かれるものであることに留意しながら，さらに，
連携を深めていきたいと考える。

・登下校中での地域委員さんや地域の方へのあいさつの仕方や声の大きさが気になる。具体的にあいさつの方法を教えていかなけ
ればならないのではないか。
・学校のきまりを守らず，危険なことをしたり，人に迷惑をかけたりしていることもある。きまりを守ろうとする規範意識を高める必要性を
感じる。

明確な課題となっている「あいさつ」と「規範意識」については，教職員と保護者，
地域との連携によりそれぞれが取り組めることを明確にして，重点的に取り組ん
でいきたい。
・教職員の登校指導を充実させるとともに，児童会の取組を計画している。
・SST（ソーシャルスキル・トレーニング）の授業を契機とし，習慣化，一般化するま
で指導を継続する。

評価結果 改善に向けた支援策

3

家庭との連携

健やかな体

・心と体において，項目によって大人と認識の差がみら
れる項目もあった。子どもの中での判断の基準もあい
まいなものになっているのかも知れない。子ども自身が
明確な基準を持てるように働きかけることも大切だと思
う。そのための教職員の共通理解も必要である。
・長期休業明けなどに行う「生活点検」など，機会あるご
とに生活態度も振り返ることで自分の生活を見つめ直
すようにしていきたい。

　　　　平成２５年度　　学校評価実施報告書

　１回目評価

4

・学校への保護者の理解や協力の達成度が高まってきて
いる。
・家庭と連携しながら，児童に家族の1員としての自覚や責
任を持たせるような働きかけを行う必要を感じる。
・教職員が感じている以上に，保護者は広報してもらえて
いるという結果が見られた。

・児童の達成度が全般的に高く，体力面で自信のある児
童が多いといえるが，教職員の評価とは開きのみられる項
目もあり，全てが達成されているとは言い難い状況であ
る。
・基本的生活習慣において教職員の評価と児童・保護者
の評価に差が見られた。
・家庭における食生活に課題が見られる割合が高い。

1

　平成２５年度　　重点評価項目

・基礎基本の学力の定着　　・きまりやルールを守ろうとする態度の育成

２－①　自己評価　　【　評価日　：　7月16日～7月19日　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者・組織（名称）　：学校評価委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

２－②　学校関係者評価　　【　評価日　：　9月17日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者・組織　：　学校運営協議会　，　○学校評議員　（いずれかに○）　　】

3
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3

分野 評価項目 評価指標 改善策

基礎基本の学力
アンケート・(プレ)ジョイントプログラム・研究会テスト

授業態度 教職員・保護者・児童アンケート

家庭学習 教職員・保護者・児童アンケート

読　書 教職員・保護者・児童アンケート

言葉づかい

教職員・保護者・児童アンケート

気持ちよく登校 教職員・保護者・児童アンケート

あいさつ 教職員・保護者・児童アンケート

きまりやルールを守る 教職員・保護者・児童アンケート

人権意識 教職員・保護者・児童アンケート

整理・仕事の大切さ 教職員・保護者・児童アンケート

基本的生活習慣 教職員・保護者・児童アンケート

安全に気をつける 教職員・保護者・児童アンケート

健康に関心を持つ 教職員・保護者・児童アンケート

望ましい食生活 教職員・保護者・児童アンケート

継続的な運動
教職員・保護者・児童アンケート

学校に相談 教職員・保護者アンケート

学校の方針や様子の広報 教職員・保護者アンケート

忘れ物について 教職員・保護者アンケート

家庭での役割・責任 教職員・保護者アンケート

学校への理解・協力 教職員・保護者アンケート

4

（京都市立久我の杜小学校・園）No.2
　２回目評価

（別添様式３）

・児童の主体的な活動を中心とした授業の構築を図
る。
・算数タイムやきらきらタイムなどの課外学習の充実を
図る。
・読書の取組と国語科との関連を深めるとともに，家庭
にも広がるように取組を充実させていきたい。
・小中連携した家庭学習の取組に着手したところだが，
有効に機能するよう粘り強く家庭に働きかけていきた
い。

2 豊かな心

・ジョイントプログラムの質問項目「他人の気持ちがわかり
たい」が，昨年度よりも上昇が見られた。
・「気持ちよく登校」，「あいさつ」する児童の割合が増え
た。「あいさつ運動」などの取組の成果が表れている。
・「人権意識」，「きまり・ルール」については学校の取組が
児童には十分反映されていない結果となっている。

・全校で，人権作文や人権集会を行ったりする取組を
継続するとともに，人権教育が基盤となるような学校経
営，学年経営，学級経営を心掛けるよう教職員の研修
を深めていきたい。
・道徳の授業の充実を図り，ＳＳＴ（ソーシャルスキル・ト
レーニング）の取組と心情面と合わせて，取組を継続し
ていくことで道徳的実践態度の育成を図りたい。

分析（成果と課題）

1 確かな学力

・「確かな学力」の達成度（「よくできている」と「だいたいで
きている」と合わせた割合)を見ると，全体的に，教職員の
達成度に比べ，児童・保護者の達成度が低くなっている。
学校の算数科を核とした研究の取組や通知票やさまざま
なテストによる評価などを振り返ることにより，「分かるまで
頑張ろうとする」児童が増えたことは大きな成果と言える。
・低学年においても，下位層が占める割合が高く，その子
たちに焦点を当てた手立てが課題となる。

・教職員が思う以上に，学校の取組が保護者に伝わり，保
護者が学校を身近に感じている。
・保護者が学校に協力しているという意識が高まってきて
いる。
・「忘れ物をしない」，「家庭での役割・責任」においては達
成度が低く，さらなる連携が必要である。

・子どものために，学校と協力し合っていこうとする保
護者の割合が増加傾向にある。学校から様々な取組
の様子や児童の実態についての情報を滞ることなく発
信することを心掛けたい。
・保護者に伝えるだけの関係でなく，保護者の思いや
考えを受け止めることで，さらに信頼関係を築いていき
たい。

3 健やかな体

・児童の自己評価が最も良かったが，教職員，保護者との
間に意識の相違が見られ，十分だとは言えない状況にあ
る。
・「食生活」において，学校の食に関する指導が家庭にお
いて十分生かされていないことがうかがえる。
・「安全な行動」においては教職員と児童との間に意識の
差が見られ，児童の安全に対する認識を高める指導と児
童が自ら考える安全指導が必要である。

・健やかな体の育成に向けて，児童に具体的な目標や
めあてを持たせ，それが達成できたかどうかを振り返ら
せたい。児童と教職員，保護者とで達成基準を共有す
ることで意識の相違は解消されるのではないか。
・安全面については，引き渡し訓練を実施し，職員だけ
でなく，保護者の意識も高めることが出来た。今後は，
児童が自分で判断し，行動できるように安全指導を充
実していきたい。

総括・次年度の課題
・学校全体での研究の取組や「あいさつ運動」等により，少し改善が見られた項目があったことは成果だった。改善が見られた項目については，子どもや保護者の方の振り返りを大切にしながら，今後も継続・充実・
発展させる形で取組を進めていきたい。
・児童自らが気づき，考え，実践できる指導を意識して取り組んでいきたい。また，保小中と家庭と地域とで，その取組や児童の状況について情報を共有し，さらに連携を深めていきたい。

３－①　自己評価　　【　評価日　：　2月6日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者・組織（名称）　：　　学校評価委員会　　　　　　　　　　　　　】

３－②　学校関係者評価　　【　評価日　：　3月12日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者・組織　：　○学校運営協議会　，　学校評議員　（いずれかに○）　　】

評価結果 改善に向けた支援策
・研究発表会に多くの参観者を招くことができたのは，学校にとっても子どもたちにとってもよい刺激となった。ぜひ継続させてほしい。
・あいさつの取組については，児童会にが中心となり，学校でがんばっているのはわかるが，家庭でのあいさつがなされているのか。
保護者への働きかけがも必要である。
・「規範意識」は中学生も含めて，この地域の課題である。地生連を中心に今後も学校と連携して取り組んでいきたい。
・今年度学校運営協議会が発足し，今まで以上に学校と地域とが結びつき，この地域の活性化を図っていきたい。

・「人権意識」や「規範意識」については，ＳＳＴや人権集会などの取組が十分に
反映されているとは言い難い結果となった。道徳教育，人権教育が学校生活の
中の基盤となり，実践できる力となるよう見直し，検討していく必要を感じる。そし
て，他人とつながる喜びを味わせたり，他人を思いやる心を育てたり，規範意識
を育むための取組を推進したりしていきたいと思う。

4 家庭との連携

3
3
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11

12

教育指導計画書の作成 

学校評価の実施に向けた企画 

評価項目の検討 

休日参観 保護者アンケート 

生徒アンケート 

保護者アンケート 

前期自己評価の実施 

評価結果の分析（評価委員会・分掌会） 

後期方針の検討（学年会・研修会） 

地域の方へのアンケート 

児童生徒アンケート 

保護者アンケート 

年間自己評価の実施 

評価結果の分析（評価委員会・分掌会） 

改善策の検討（学年会・研修会） 

次年度の方針の共通理解 

学校評議員の会発足 

学校評議員の会 

学校教育方針の説明 

学校評議員による 

評価の実施 

学校評議員による 

評価の実施 

学校評議員の会 

次年度の方針を説明 

学校だより（教育方針の発信） 

評価年間計画をＨＰに公表 

学校だより，ＨＰで結果・改善

策を公表 

学校だより，ＨＰで結果・改善

策を公表 

年

間

中

間

平成２５年度   学校評価年間計画    神川中学校
学校評価のねらい 

学校評価は自己評価（内部）と学校関係者評価の相互作用の中で教育活動の充実を図ることにねらいがある。自己

評価は学校教育目標の実現を目指し、生徒の姿に現れた具体的成果・課題をもとに、学校自らが取組の継続的かつ迅

速な点検・見直しを行うために実施するものである。 

 学校関係者評価は学校が行った自己評価に客観性を持たせるとともに、保護者・地域の方などの学校の教育活動に

対する関心を高め、同時に熱意と責任ある評価により、それぞれの果たすべき役割を再認識し、双方向に連携するこ

とで生徒にとってよりよい教育環境を作り上げるために行うものである。 

（  神 川  ）中学校  

4
5

7
8

9

1
2

6

評価の検討と実施 学校評議員の会 公表の時期と方法

3

（別添様式４）
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神川中学校の学校評価について 

１ 評価のねらい

○「自己評価」と「学校関係者評価」の相互作用の中で教育活動の充実を図る。 

・ 「自己評価」は，学校教育目標の実現を目指し，生徒の姿に現れた具体的成果・課

題をもとに，学校自らが取組の継続的かつ迅速な点検・見直しを行うために実施する。 

・ 「学校関係者評価」は，学校が行った自己評価に客観性を持たせるとともに，保護

者・地域の方などの学校の教育活動に対する関心を高め，同時に熱意と責任ある評価

により，それぞれの果たすべき役割を再認識し，双方向に連携することで生徒にとっ

てより良い教育環境を作り上げるために実施する。 

２ 重点評価項目 

○学力が身につく学習指導 

○しっかり考え正しく判断し，行動のとれる生徒の育成 

○よりよい生活習慣の確立 

３ 評価手法 

教職員・保護者・生徒・地域に対するアンケート調査を実施した。アンケート結果の他，

全国学力学習状況調査や学習確認プログラムの結果や質問項目の内容，生徒会や学習会等

での生徒の活動状況，小中一貫教育の取組状況等についても評価の判断材料として分析を

行い，「学校評価実施報告書」を作成して教育委員会に報告するとともに，「学校評価支援

システム」を活用し，ニーズ度の高い項目（重要度は高いが，実現度は低く認識されてい

る項目）を示す形でアンケート結果をまとめ，学校だよりやホームページで公表した。 

４ アンケート結果等による分析 

（１） 家庭学習の習慣化と基礎学力の定着について 

生徒アンケートと保護者アンケートの両方で，最もニーズ度が高かったのが「家庭学

習の習慣化」であった。この点について，本校では学年主任が各教科の課題（宿題）を

調整し，学年ごとに共通の「平日課題」に取り組ませ，後日，確認テストを行う形で家

庭学習の習慣化と基礎学力の定着を図る取組を行っている。 

また，文書読解力や語彙力，計算力など基礎的部分の補充のための放課後や夏季休暇

中の課外学習講座を６０時間設け，学校全体での計画的な実施により多くの生徒が参加

する結果となり，学力の底上げを図ることができた。 

アンケートでの「家庭学習の習慣化」についての実現度は，他の項目に比べると低い

値となっているが，生徒・保護者ともに後期アンケートでの結果は向上しており，今後

も取組を継続していく。 

  保護者に対しても， アンケート結果を掲載した学校だより（１０月号，２月号）を配

布し，学力の定着・向上のためには，家庭学習での授業の予習・復習の習慣化が不可欠

であることを示している。 

38



（２）授業の改善と規範意識の向上について 

家庭学習とともに生徒・保護者からのニーズ度が高かったのは「授業を集中して受け

られること（生徒）」，「授業内での学力向上（保護者）」であった。本校では，教科会を

中心に指導力の向上や授業改善を進めているが，アンケートや学力状況もふまえ，継続

した取組が必要である。 

また，規範意識の向上や基本的生活習慣の確立が，学力定着につながると考えている。

規範意識については，生徒会とも連携し，多くの生徒がリーダーとなり活躍する場面を

作る「リーダー育成」など意識的に取り組んでいる。教職員の指導においても，個人の

資質だけではなく，学校全体として授業における規律の基準を統一し，全員が同じレベ

ル・意識で授業を展開している。その他，生徒による遅刻ゼロ，ベル着運動を継続して

おり，学習に向かう環境づくりに取り組んでいる。 

５ 自己評価 

 学校評価実施報告書（４３，４４ページ）を参照 

６ 学校関係者評価 

本校では，自己評価の結果をふまえ，学校評議員による学校関係者評価を実施している。 

学校関係者評価では，「重点課題の『確かな学力』と『豊かな心』の二つを軸とした教育

活動の充実・発展が必要である。」，「登下校のマナーや地域での過ごし方について苦情が多

く，規範意識を高めるため家庭・地域・学校が一体となった指導が必要とされる。」，「地域

懇談会や授業参観への参加が少ないので対策を考えたい。」，「学校だよりやホームページに

より，学校の様子がよく分かる。」，「教職員はよく努力しているが，継続して頑張ってほし

い。」，「生徒・保護者からの信頼を得られる学校・教職員でなければならない。」，「地域交

流演奏会や地域一斉クリーン活動などは中学校が地域と一体になって活動しており大変評

価できる。」，「小中連携について，合同行事が充実してきており，今後学力向上の取組も進

めていってもらいたい。」というご意見をいただいた。 

また，改善に向けた支援策としては，「学校評議員の情報交換や評議員会の開催を活発に

し，外部評価を学校運営に迅速に反映させていく。」，「授業参観や各種行事に多くの参加が

得られるよう，評議員が地域への広報・啓発を積極的に進めていく。評議員自身もできる

限り参加をし，そのつどの感想や意見を学校に伝えて，よりよい活動ができるよう支援に

努める。」，「地域の声を学校に届ける役割を果たしていくことを一層進める」，「地域の人材

活用が必要なときは，積極的に協力する。」といった提案をいただいた。 

７ 総括・次年度に向けた課題等 

○ 生徒・保護者・地域との信頼関係を築くため，教職員が高い志と自覚を持ち，自己

変革，指導力の向上を図る。 

 ○ 学校が落ち着いた状態で日々の授業を行えるようにするため，家庭と協力しながら

基本的生活習慣の確立をはかり，規範意識の向上や家庭学習の習慣化に努める。 

○小中一貫教育の充実と地域・家庭・学校の連携が進んできており，継続・発展させる。 

○大規模の利点を生かした取組を再点検して発展させ，具体化していく。 
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- 1 -

5.63 3.64 24.56
5.95 4.31 21.94
5.28 3.89 21.71
5.93 4.65 19.83
6.08 4.78 19.61
5.86 4.85 18.48
5.90 4.96 17.94
5.90 4.97 17.91
5.85 4.97 17.69
6.16 5.38 16.17
6.49 5.57 15.80
6.01 5.70 13.84

5.70
5.57
5.38
4.97
4.97
4.96
4.85
4.78
4.65
4.31
3.89
3.64

- 2 -

6.39 3.67 27.63
6.63 3.86 27.48
6.48 3.95 26.25
4.67 2.80 24.28
6.23 4.20 23.65
6.24 4.43 22.30
6.35 4.54 21.98
5.52 4.39 19.92
6.54 5.03 19.45
6.70 5.25 18.41
6.42 5.21 17.93
6.80 5.51 16.96

5.51
5.25
5.21
5.03
4.54
4.43
4.39
4.20
3.95
3.86
3.67
2.80

4
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（京都市立　神川中　学校）No.1
1

2

分野 評価項目 評価指標 改善策

授業の改善
教職員・生徒アンケート、調査結果分
析

家庭学習の定着 保護者・生徒アンケート

指導力の向上
研修会・研究授業の実施、教科会の
充実

なかまづくり 保護者・生徒アンケート、学級活動等

リーダーの育成 生徒会活動や学級活動の取組

豊かな心の育成 道徳教育・人権教育の実施状況

よりよい生活習慣の確立 生徒・保護者アンケート、各種取組

体力の向上 部活動の活動状況

小中一貫教育の推進 合同研修会の実施、主任会の開催

家庭・地域との連携 保護者アンケート

情報発信の充実 学校だより、HPの発行・更新状況

総合育成支援教育の充実 生徒・保護者アンケート、取組状況

２－①　自己評価　　【　評価日　：　平成２５年８月２６日　　　　　　　評価者・組織（名称）　：　学校評価委員会　　】

２－②　学校関係者評価　　【　評価日　：　平成２５年９月２０日　　　　評価者・組織　：　学校運営協議会　，　学校評議員　（いずれかに○）　　】

　　　　平成２５年度　　学校評価実施報告書

　１回目評価

4 学校独自の取組

神川ブロック（１中３小学校）での合同研修会を実施するこ
とができ、おおきく一歩を踏み出している。小中連携の主
任会は定期的にもたれており、その拡大や充実が課題で
ある。学校だよりの定期的な発行とHP更新により、情報発
信はできているが、より充実させていく。総合育成支援教
育は、支援教育部が機能して体制ができてきたが、個別
指導の質的充実が課題にあがっている。

「規則正しい生活ができているか」の設問に対して、生徒
は実現度がやや低めであり、保護者は重要度が高い結果
がでている。学校生活の安定の基礎となる生活習慣の確
立の重要性を生徒により認識させていくことが求められ
る。部活動には多くの生徒が参加し、退部率も低い。試合
で好成績を残す部も増え、充実した活動ができている。

確かな学力1

小中一貫教育の推進にむけて、連携主任会の充実を
図り、具体的取組を実践し、神川ブロックでの学力向上
を図る。講演会や授業参観などへの保護者出席を促す
工夫を図る。
地域交流演奏会など、中学校が地域同士をつなぐ役割
を果たす取組を続けていく。

学校教育目標を「愛と学と志をもった生徒を育てる」とし、新たな年を迎えた。学力の向上が重要な課題とされる。重点課題としている
「確かな学力をつける」「豊かな心を育てる」を２つの軸にした、さまざまな教育活動の充実・発展が必要である。また、登下校時のマ
ナーや地域での過ごし方について、苦情の声は多く、家庭・地域・学校が一体となった指導が必要とされる。地域懇談会や授業参観
への参加が少ないので対策を考えたい。地域交流演奏会や地域一斉クリーン活動などの機会は、中学校や中学生の理解に役立って
おおり、こうした取組の継続・充実に期待する。学校だよりやHPにより、学校の様子がよく判るので、継続して充実されたい。生徒・保
護者・地域からの信頼を得られる学校・教職員でなければならない。

学校評議員の情報交換や評議員会の開催を活発にし、外部評価を学校運営に
迅速に反映させていく。授業参観や各種行事に多くの参加が得られるよう、評議
員が地域への広報・啓発を積極的に進めていく。評議員自身もできる限り参加を
し、その都度の感想や意見を学校に伝えて、よりよい活動ができるよう支援に努
める。

評価結果 改善に向けた支援策

生活委員会による遅刻０・ベル着運動などを教員が支
え意識を高めていく。生活習慣の確立にむけた取組
は、今後もあらゆる機会ですすめていく。部活動への期
待は生徒・保護者とも高く、新チームの活動をキャプテ
ン会議の開催から全校的に支援し、一層の活性化を図
る。

3 健やかな体

　平成２５年度　　重点評価項目

・学力が身につく学習指導　　　・しっかり考え正しく判断し行動のとれる生徒の育成　　　・よりよい生活習慣の確立

豊かな心

分析（成果と課題）

生徒指導部のテーマを「なかまづくり」とし、さまざまな活動の企
画・実施のなかで、意識して取り組んでいる。リーダー育成は、生
徒会本部を中心に成果がみられるが、たくさんの生徒がリーダー
となり取り組む機会をふやし積み重ねていくことを大切にしていき
たい。道徳教育は全体計画・学年体制のなかで、計画的に道徳授
業が展開できている。あいさつを積極的にしている生徒が増えて
きている成果が、アンケートから伺えるが、全員ができるように取
り組んでいく。

人権学習の指導展開に関しては、学年ごとに検討をす
すめ、全体の研修会により深化させていく。道徳の授業
は年間計画に基づいてすすめ、学年出前授業を実施し
て、充実を図る。リーダー育成については、よりよい集
団づくりを根本に、たくさんの生徒が活躍できる機会を
増やしていく。

平日課題の取組を全校的にすすめているが、家庭学習に
ついて、生徒・保護者ともにニーズ度がもっとも高く、その
習慣化・定着が重要な課題である。生徒アンケートで、「授
業の内容はよく分かる」という設問に対して、実現度は低
い状況にある。校内研究授業の実施により、指導力向上
を図ることができたが、教科会を十分もつことができずそ
の充実が課題とされる。

重点的・包括的支援をうけ調査研究をすすめ、学力の
定着と定着を阻む阻害要因に対する組織的取組をす
すめる。指導力の向上と授業改善をすすめていく。後期
時間割編成で、時間内に教科会を設定し定期的に会合
がもてるようにする。家庭学習の習慣を定着させていく
ために、学習課題を与える取組を続け、低位の生徒に
対するフォローを続ける。
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（京都市立　神川中 学校）No.2
3

分野 評価項目 評価指標 改善策

家庭学習の習慣化 保護者・生徒アンケート

学力向上の取組 教職員自己評価

授業の改善・指導力の向上 自己評価・外部評価・生徒アンケート

道徳教育の取組 自己評価・生徒アンケート

あいさつのできる生徒の育成 保護者・生徒アンケート・自己評価

生徒会活動の活性化 活動状況・自己評価・外部評価

基本的生活習慣の確立 生徒・保護者アンケート・自己評価

体力の向上 部活動の活動状況

小中一貫教育の推進
合同行事の実施・内容、小中連携主
任会

総合育成支援教育の充実 自己評価、生徒・保護者アンケート

情報発信の充実 学校だより、HPの発行・更新状況

4 総括・次年度の課題

　生徒・保護者・地域からの信頼と深い信頼関係を構築し、学力向上を目標にしたさまざまな取組をすすめることがもっとも重要な課題である。そのためにまず、教職員が高い志と自覚をもち、自己変革、指導力の向
上を図る。学校が落ち着いた状態で日々の授業をおこなえるようにするために、家庭と協力しながら生徒の基本的生活習慣の確立をはかり、規範意識の向上や家庭学習の習慣化に努める。また小中一貫教育の充
実と地域・家庭・学校の連携を深めることがすすんできており、充実・深化の取組を継続発展させる。大規模の利点を生かした取組を再点検して発展させるとともに、いろいろな角度からの意見を出し合い集約し、具体
化していく。

３－①　自己評価　　【　評価日　：平成２６年３月６日　　　　　　　　　　評価者・組織（名称）　：　学校評価委員会　】

３－②　学校関係者評価　　【　評価日　：　平成２６年２月１８日　　　　　評価者・組織　：　学校運営協議会　，　学校評議員　（いずれかに○）　　】

評価結果 改善に向けた支援策
全体的には、落ち着いた学校生活が送れているが、登下校時のマナーや地域での迷惑行為について苦情の声は多かった。自転車通
学や登下校の歩き方のマナーなど、規範意識の低い生徒が目立つようになった。課題として、学力の向上が第一にあげられる。また、
毎日、教職員はよく努力しているが、継続して頑張ってほしい。信頼をなくすような教職員の言動はなくさなければならない。「地域交
流演奏会」や「地域一斉クリーン活動」などは、中学校や中学生が地域と一体となり活動して大変評価できる。こうした取組の継続・充
実に期待する。小中連携について、合同行事の開催も充実してきており、今後学力向上の取組も進めていってもらいたい。

評議員自身もできる限り学校行等に参加をし、その都度の感想や意見を学校に
伝えて、よりよい活動ができるよう支援に努める。地域の声を学校に届ける役割
を果たしていくことを一層進める。地域の人材活用が必要なときは、積極的に協
力し、学校と地域をつなぐ役割を果たしていき、学校と地域の連携が密になるよう
協力していく。

4 学校独自の取組

家庭学習に関して、生徒・保護者とも実現度が低いという
結果であり、学年体制で課題学習に取り組んできた。今後
も工夫と継続が必要である。テスト前学習会や土曜学習会
などの課外学習は、学校全体で計画的に実施することが
でき、参加者も多数にのぼった。学力実態の分析をすす
め、各教科で授業改善に努めた。

小中４校の合同研修をはじめて実施することができた。９
年間で子どもを育てる意識が教職員のなかで深まった。小
中連携主任の定期的な情報交換と合同行事計画ができ、
研修会や小学生参加行事が有意義に開催された。総合育
成支援教育は、個別支援の必要な生徒への取組が充実
し、教職員の認識も深まっている。個別指導の質的充実が
課題とされる。

小中一貫教育の推進にむけて、連携主任会の充実を
図り、１中３小の教職員全体の研修会の開催を続け、、
連帯意識を高め、具体的取組を実践していく。学力向
上を目指した取組をすすめる。授業参観などへの保護
者出席を促す工夫を図る。

3 健やかな体

アンケートから「規則正しい生活ができているか」につい
て、生徒は実現度がやや低めであり、保護者は重要度が
高いが実現度は高くない結果がでている。部活動には多く
の生徒が参加し、顧問も熱心に指導にあたっている部が
多い。試合で好成績を残す部も増え、全体的には充実した
活動ができている。

生徒による遅刻０・ベル着運動などの取組の継続と教
職員の支えにより、生徒の意識を高めていく。学校だよ
りや学年だより、個別懇談会などを通じて、基本的生活
習慣の確立の大切さを家庭に発信していく。部活動
キャプテン会議の開催などを充実させ、部活動の一層
の活性化を図る。

　２回目評価

(別添様式２）

教科会の時間保障を図りながら充実させ、指導力の向
上と授業改善をすすめていく。家庭学習の習慣を定着
させていくために、学習課題を与える取組を続け、低位
の生徒に対する個別指導をよりすすめる。学校全体と
して、学力向上をめざした研修をすすめ、具体的な取組
を工夫していく。

2 豊かな心

道徳の時間は、全体計画・学年体制のなかで、計画的に
展開できた。学年で出前授業も実施、生徒の意欲も高まっ
た。生徒指導部から「なかまづくり」のテーマが提示され、
各種取組のなかで意識して活かすことができた。アンケー
トから、あいさつを積極的にしようとする生徒の意識向上
が伺えるものの、全体的には不十分である。

あいさつについて、生徒会活動の指導も含めて、全校
的に生徒・教職員が一体となり、あらゆる場面であいさ
つのできる生徒の育成を図り、家庭へのよびかけもより
すすめる。道徳の時間の授業の工夫や教材の開発にさ
らに努める。

分析（成果と課題）

1 確かな学力

4
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10

11

12

教育指導計画書の作成

評価実施に向けた企画 

評価項目の検討 

前期自己評価の実施 

学期末評価の実施 

評価結果の分析と改善策についての話

し合い 

評価結果の分析と改善策についての話

し合い 

年度末自己評価実施  

次年度の方針の説明等 

第１回学校運営協議会

の開催

・教育方針の説明等

第２回学校運営協議会

の開催

・学校運営協議会委員

による評価の実施

第３回学校運営協議会

の開催

・学校運営協議会委員

による年度末評価の実

施

・次年度の方針の説明

園だより・ＰＴＡや地域の

会合・ホームページ更新な

どで教育計画・経営方針・

評価年間計画の公表 

園だより・ＰＴＡ会合・ホ

ームページなどで、評価の

結果や改善策等を公表 

ホームページで前期自己評

価の結果と改善策を公表 

園だより・ＰＴＡ会合・ホ

ームページなどで、後期自

己評価の結果や改善策等を

公表 

年

間

中

間

     平成２５年度 学校評価年間計画    中京もえぎ幼稚園
学校評価のねらい  園教育目標の達成、一人一人の子どもの確かな育ちに向けての課題の読み取りや指導の在り方

を見直し、幼稚園教育の充実と教職員の指導力の向上を目指す。 

         ～園児・保護者・地域・教職員がともに輝き育ちあう幼稚園づくりのために～ 

4

5

7

8

9

1

2

3

6

評価の検討と実施
学校運営協議会 
学校評議員の会 公表の時期と方法

（別添様式１）
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平成２５年度幼稚園経営の基本構想 

京都市立中京もえぎ幼稚園 

幼稚園教育目標 

          たくましく心豊かな子どもの育成 

            ～ 自律心をもち，自分で考え，自分で行動する 

         心豊かな幼児の育成を目指して ～ 

                                     目指す子ども像 
         明るく素直で思いやりのある子ども

       自分で考え，行動する子ども 

いきいきと遊び，創造性豊かな子ども 

       しなやかで粘り強く，最後までやり遂げようとする子ども 

  重点目標 
・ 一人一人が十分に自己表現・自己発揮し，園生活を楽しむと共にさま 

ざまな経験をし，人とのかかわりを深めて，「たくましく心豊かに生き 

る力」を育む。 

・ 命や自然を大切にする気持ちや思いやりの心など豊かな心情を育み， 

人権を大切にする心を育てる。 

園内研究 
「幼児が自己を発揮しながら人と折り合いをつけ，気持ちを 

調整する力が育つための教師の援助や環境のあり方を考える」 
～自立心，自律性が育つようにするための教育課程の編成を通して～ 

                      学年の重点
    ３歳児：安心できる生活や教師との信頼関係を基盤に，自分なりの思いを出して 

遊び，その子らしさを発揮していくもとを培う。 

４歳児：一人一人が自分の思いを出し，気の合う友達と遊び，自己肯定感を育む。 

         ５歳児：友達とのかかわりを深め一緒に遊ぶことを通して，一人一人が自分の 

     もっている力を発揮し，人への信頼感や思いやりの気持ち，考えて行動  

しようとする態度を培う。 

学校教育の重点 

伝統と文化を受け継ぎ，次代と自らの未来を 

切り拓く子どもの育成 
～コミュニケーション能力や規範意識の芽生えを培う～ 

目指す教職員像 
・子どものよさや可能性を引き出し伸長させる教職員 

          （一人一人への丁寧なかかわり） 

・子どもや親の課題や願いに正面から向かい合う教職員 

          （一生懸命・共感・温かい信頼関係） 

・明るく元気な教職員 

園 務 分 掌 
施設等整備計画

安全管理・危機管理

幼稚園教育の柱 

確かな学びにつなげるために 
・ 発達や学びの連続性に重点を置き，子どもの主体

的な遊びを通して，興味・関心・意欲を引き出し，

好奇心・探究心・思考力・コミュニケーション力・

表現力等小学校以降の学びの基礎力を育む。 

豊かな心を培うために 
・ 教師との温かい信頼関係を基盤に,友達や身近な

人々とのかかわりを通して,自分も友達も大事にす

るとともに人といる楽しさや心地よさを味わい，共

に育ちあえる人間関係づくりを進める。 

・ 身近な自然に触れ,感動する心やいのちを大切に

する心を育て豊かな心情を培う。 

・ 遊びや生活の中で相手の気持ちに気づき,互いに

認めあい，自分も人も大切にする心を育てる。 

健やかなからだづくりのために
・ 様々な遊びの中で，興味・関心・能力に応じて，

全身を使って活動することにより，思い切りからだ

を動かす爽快感を感じ，自ら体を動かしたくなる意

欲を育てる。 

・ 家庭や地域と連携を取りながら,食育の推進や基

本的な生活習慣の定着を図る。 

園児の実態 
素直で明るい。活発によく遊ぶ。 

興味をもっていろいろなことに自分からか

かわろうとする子どもが多い。 

自分の思いを伝えながら，人とかかわって

いくことがやや苦手な子どももいる。 

子育て支援 

未就園児教育相談の充実 

保護者同士の情報交換・子育て情報の

発信 

ほっとちゃっとタイムの保護者交流 

預かり保育の充実 

特色ある園づくり

地域とつながった幼稚園づくり 

保幼小連携の推進 

（保育の質と子どもの連続した育ち） 

内外に開かれた幼稚園 
学校評価システムの活用 

幼稚園便り・学級便り・ホームページの活用に

よる幼稚園教育の発信の充実 

運営協議会（もえぎティンクル）による幼稚園

教育への参画の充実 

パパ・ママティーチャーによる保育参加 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

一人一人の良さ・可能性を生かす学級・学年経営 人権尊重を基盤にした幼稚園経営

保
護
者
・
地
域
の
願
い
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中京もえぎ幼稚園の学校評価について 

１ 評価のねらい

園教育目標の達成，一人一人の子どもの確かな育ちに向けての課題の読み取りや指導の

在り方を見直し，幼稚園教育の充実と教職員の指導力の向上を目指す。

２ 重点評価項目 

○自己発揮しながら人と折り合いをつけ気持ちを調整しようとする力の育成 

○基本的生活習慣を身につけ自立へ向かう基礎の育成 

３ 評価手法 

教職員・保護者に対するアンケート調査を実施した。アンケート結果の他，園で取り組

んでいる「自立心・自律性に関する研究保育」や「エピソード研修」での考察についても

評価の判断材料として分析を行い，「学校評価実施報告書」を作成して教育委員会に報告す

るとともに，アンケート結果をまとめ，記述式での個別意見への回答も合わせて保護者向

け文書やホームページで公表した。 

４ アンケート結果等による分析 

（１）規範意識の育成について

 本園では，子どもの自立心・自律性を育むため，「幼児が自己を発揮しながら人と折り

合いをつけ，気持ちを調整する力が育つための教師の援助や環境のあり方を考える」と

いうテーマでの研究を 25年度から実施している。子どもたちが十分に自己実現・自己発

揮するとともに，他者との関わりを深め，たくましく心豊かに育っていくため，「折り合

い」，「気持ちの調整」に視点を据え，「困りの場面で幼児の心への寄り添い方」など，日

常の様々な場面での教師の関わり方について考察し，指導や援助の方法や環境構成の検

討に活かしている。 

 保護者アンケートからも「幼稚園生活を楽しんでいる」，「先生や友達に親しみを感じて

いる」，「自分の力で様々なことをしようとしている」，「気持ちを言葉で伝えようとして

いる」，「家族や友達の話を聞こうとする」，「集団や社会生活でのきまりを守ろうとして

いる」といった項目に高い評価を得られている。 

（２）基本的生活習慣の定着について 

 保護者を対象とした，子どもの生活習慣についてのアンケートでは，「あいさつ」，「手

洗い・うがい」，「朝ごはん」，「衣服の着脱」等について様子を書いていただき，家庭に

対しても生活を振り返るきっかけとして情報発信している。「早寝・早起き」については

約 3割の家庭では十分できていないという回答であり，保護者からも反省の声があった。

そのため，生活習慣の定着は子どもの意欲や自立の基礎となるという認識を共有したう

えで，園と家庭の双方で習慣化を図っていくことを呼びかけている。 

５ 自己評価 

 学校評価実施報告書（６０，６１ページ）を参照 
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６ 学校関係者評価 

本園では，自己評価の結果をふまえ，学校運営協議会委員による学校関係者評価を実施

している。 

 学校関係者評価では，「規範意識については中学生まで一貫して同じ意識を持ち，家庭・

地域・学校園が取り組んでいくことが大事であろう。」，「通学路の安全についても取り組み

たい。」，「保護者が園の取組に満足していることが感じ取れる。」，「自分から先生に話しか

けにくい保護者もいるので，個人懇談はあった方が良い。」，「アレルギーや衛生面での配慮

の一方で，体験を部分的に制限しないといけないことが増えている。今後さらに検討が必

要である。」，「子育て・就労支援としての預かり保育が今後の幼稚園教育においても大事に

なってくる。預かり保育の質を確保していくことも重要である。」というご意見をいただい

た。 

また，改善に向けた支援策としては，「小学校と相互に取組状況を伝え合い，研究発表会

に参加し合うなど，教員の連携を深めていく。」，「行事の位置付けを確認したり，精選した

りしていくことで，子どもたちがより豊かな経験ができるようにする必要がある。」，「未就

園児に対しても家庭の教育の大事さや子育ての知恵などが伝えられる場を設けることがで

きないか。」，「今後も学校運営協議会と幼稚園がしっかりと思いを共有し，様々に子供達に

とって感動できる経験を計画していきたい。」，「預かり保育についても，地域の人材を活用

するなど，協力していきたい。」といった提案をいただいた。 

７ 総括・次年度に向けた課題等 

○ 自己発揮・自己抑制・自立心に関する取組については，教員自身が子どもの発達の道

筋をエピソードや研究保育から捉えることができ，研究発表会の参加者からも一定の評

価をいただいた。今後も発信していきたい。 

○ 子育て支援や行事に関しての情報発信をどのように進めていくのか，家庭・地域との

連携をより深めながら具体的に取り組みを進めていきたい。 
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平成２５年９月２４日

保護者様

京都市立中京もえぎ幼稚園

園 長   永本 多紀子

幼稚園評価の結果について

 体を動かして遊ぶことが気持ちのいい季節になりました。子どもたちは公園の広いグラ

ンドで先生や友達と一緒にかけっこや，おにごっこ，リレーなど楽しんでいます。

さて，１学期末に幼稚園教育の評価のお願いをしたところ，大勢の方にご協力をいただ

きました。ありがとうございました。

 ２学期の始業式で少しふれさせていただきましたが，ここに，集計した結果をお知らせ

します。あわせて教職員自己評価の結果もお知らせいたします。中京もえぎ幼稚園の子ど

もたちが心豊かにいきいきと成長するために，これからも保護者の皆様と連携して，全力

で頑張りたいと思っています。どうぞ，今後ともよろしくお願いいたします。

１．教育活動について

設問
１ お子さんは楽しんで幼稚園に通っていますか。
２ 教職員は子ども一人ひとりに温かいかかわりをしていると思いますか。
３ 幼稚園には子どもがいろいろな経験ができる環境（素材・材料・遊具など）が整えられてい
ると思いますか。

４ 教職員に話しやすい雰囲気がありますか。
５ お子さんは担任以外の先生にもサポートしてもらっていると感じますか。
６ 幼稚園の遊びの様子がわかりますか。（日々の降園時の話や参観，ホームページなどから）
７ 子どもの安全に配慮した教育活動（施設・遊具）を行うことができたと思いますか。
８ 園では外部からの不審者の侵入に対してやプールの管理体制など，安全対策をしていると感
じましたか。

保護者の幼稚園評価（1学期）
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どの設問についても A「大変そう思う」，B「そう思う」を合わせて肯定的な回答が９０％
以上ありました。幼稚園，教育活動，教職員に対して温かい目で見ていただいていること

もわかり，大変うれしく思います。Cあまりそう思わないと評価された方で，お名前を記名
していただいている方に関してはできる限り個別に説明をさせいただきました。教職員，

様々なご意見を受け止め今後に生かしていきたいと思います。

各設問について学年ごとの特徴が見られたり，質問などがあったりしたものは次のよう

な項目です。 

５歳児が他の学年に比べて高い割合で「そう思う」と答えられています。

中京もえぎ幼稚園では，子どもたちが好きな遊びを楽しむことを保育の中で大事にしてい

ます。そのため，担任以外の教職員みんなで，みんなの子どもを見ているという思いで子

どもたちにかかわっています。5歳児の保護者の方にはそのような思いをより理解していた
だいていると思われます。

３歳児が他の学年に比べて高い割合で「そう思う」と答えられています。

３，４歳児は登降園が園庭からで，保育室が 1 階にあり，子どもの様子が見えやすいと
いうことが理由にあるようです。５歳児についても安心していただくことができるように，

日々の降園時などを利用して子どもの様子をお伝えしたいと思っています。思われること

はどんな小さなことでもどうぞ遠慮なさらずにおっしゃってください。また，パパママテ

ィチャーに関して，「この取り組みは素晴らしいと思います。家では見られない子どもの姿

がみれてうちの子はこんな子だったと改めて感じました。他の子もいきいきとして子ども

らしい発想がとても楽しかったです」と，評価いただいています。３歳児も１０月からパ

パママティチャーを始める予定です。そのような機会を大事に，ご家庭と幼稚園と一緒に

思いを同じくして子どもたちの成長を温かく見守っていきたいと思います。

この設問に対して各学年から「具体的にどのような配慮をしているのか」というご質問

や「幼稚園の中のことなのでわからない」というご意見がありました。

平常時には日々の子どもへの指導，教職員による施設の安全点検を行っています。

設問５ お子さんは担任以外の先生にサポートしてもらっていると感じますか。

設問６ 幼稚園の遊びの様子がわかりますか。（日々の降園時の話や参観ホームページな

どから）

設問７ 子どもの安全に配慮した教育活動（施設・遊具）を行うことができたと思いま

すか。

設問８ 園では外部からの不審者の侵入に対してやプールの管理体制など，安全対策を

していると感じましたか。
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 子どもへの指導内容は，はさみなどの用具やジャングルジム・ブランコ

などの遊具の安全な使い方，園外保育では道路の安全な歩き方，ものを投

げない，友達を押したり叩いたりしないなど，様々なことが含まれていま

す。教師は子どもの発達段階や学級の実態に合わせ，その場で具体的に，

繰り返し知らせています。

プール遊びではプールの中で共に活動する教員とプールの外から見守る教職員とにわか

れるなど，できるだけ多くの教職員で管理体制をとるようにしています。プール内外での

危険なことについても繰り返し指導して，自分で身の安全を守ったり，人の迷惑にならな

いようにしたりすることの大切さについて気づくことができるようにしています。ビート

板の使用についても教員の管理の下にのみ使用するようにしています。

 また，毎月１５日を「安全指導日」として，学級全体で子どもにとって身近な安全につ

いて話す機会をもっています。施設・遊具については安全チェックリストに基づいて教職

員が危険な個所を調べ，修理したり対応を考えたりしています。

このように安全・安心な環境を整えるとともに，子ども自身が危険に気づき，考えて行

動できるような力を，遊びや生活経験を通して身につけてほしいと願っています。

さらに緊急時(地震・火災・不審者侵入)についてはマニュアルを作成し，子どもみらい館
や消防署，警察など関係機関との連携や避難訓練を計画し緊急時に備えて練習，実践して

います。

２．教職員自己評価について

教職員の自己評価では，「子ども」を「担当する学級や学年，あるいは全園児」，「教

職員」を「自分自身」と設問を読み替えて評価しました。保護者の方に比べて教職員の

自己評価は A「大変そう思う」より B「そう思う」の割合が高くなっています。「保護者に
伝えているつもりでも伝わっていないことがあるので，相手にわかるように伝えていきた
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回収率 １００％

51



い」「クラス全体の様子に加えて個々の姿や成長をもっと伝えたい」「自分から積極的に保

護者に話しかけたい」と，話しやすい雰囲気を心がけ，一人一人の保護者に様子を伝えた

いと感じています。これからもいっそう，一人一人の子どもが幼稚園での生活をより楽し

むことができるように子どもが安心して，創意工夫して遊べる環境を作り，保護者の方と

一緒に子どもを育てるために日々努力を積み重ねていきます。よろしくお願いいたします。

３．生活習慣についてのアンケートについて

今年度，中京もえぎ幼稚園は，生活習慣の自立，規範意識の育成について取り組んでい

ます。お子さんの様子について，アンケートを実施しました。自由記述のお子さんの様子

についてもたくさん書いていただきありがとうございました。

お子さんの生活習慣についてアンケートに答えていただくで，生活を振り返り，見直し

ていただくきっかけとなっていただければと思います。生活リズムを整えることや，自分

のことを自分でできるようになることが，遊びや生活の意欲となります。子どもたちのた

めに家庭と一緒にやっていきたいと思いますので，よろしくお願いいたします。

学年ごとにあてはまると〇をしていただいた方の割合です。

設問 3歳児 4歳児 5歳児
１自分の荷物は自分で持っている ５６％ ５０％ ８２％

２家族や先生など親しい人に挨拶をしている ６８ ６９ ７４

３早寝・早起きをしている ６６ ６１ ６６

４朝ごはんを毎日食べている ９８ ９４ ９６

５衣服の着脱を自分でしている ８０ ７９ ９６

６手洗い・うがいをしている ８２ ８８ ９４

７お箸を使って自分で食べている ７０ ７１ ９４

８幼稚園の持ち物の準備を自分でしている ２４ ３３ ６０

９お手伝いをしている ６０ ６５ ７２

10歩いて登降園している ３２ ３７ ４０

11 自分のことができるようになった喜びを子ども自身が感
じている

９４ ７９ ７８

12体力がついて健康である ８２ ７５ ９０

13のびのびと遊んでいる ９２ ８５ ９０

14家族に自分の気持ちを言葉で伝えようとしている ９４ ８１ ９２

15自信をもって生活している ７６ ５８ ７０

 「１．５．７．８」などの項目で，5歳児になると，〇をつけられた方の割合が増えてい
ます。お家の方も子どもが「自分で」荷物をもったり，衣服を着脱したり，お箸で食べた

り，持ち物を準備することを意識して，生活してくださっていることがわかります。もち
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ろん，5歳児になったからといって，急にできるわけではありませんので，3歳児 4歳児の
ときから，それぞれの子どもの実態や興味に合わせて，大人と一緒にすることから，自分

でできる喜びへ，自分ですることで自信となるように，かかわっていきたいです。

 「１１」では，3歳児で〇をつけられた方の割合が多くなっています。一学期，初めての
幼稚園生活で，幼稚園の中でも自分ですることがたくさんありました。幼稚園でも，靴を

履きかえることから，持ち物の始末，水着などの着替えなど生活習慣を身につけることを

丁寧にやってきました。わかりやすい表示をつけることや，子どもたちが自分でできる環

境を整え，まずは教師と一緒にすることから，子どもたちが「できた」と感じた時に教師

も一緒に「できたね」と喜び，自分で自分のことができるようになることで自信を持って

ほしいとかかわってきました。少しずつ，自分でできることが増え，いろいろな遊びにも

意欲的に楽しむ姿が見られます。

「１５」では，4歳児で〇をつけられた方の割合が少なくなり，5歳児で再びふえます。
自由記述の欄をみると，「年少の時はただただ楽しいばかりだったが，年中になって友だち

関係や自分自身の表現の仕方で，とまどいがある，もっと自分の思っていることをストレ

ートに出していけるようになってほしい」，「幼稚園ではしないわがままを家ではする」な

どといった記述がみられました。幼稚園での生活からも，4歳になると，幼稚園生活にも慣
れ，自分の主張も増え，それと同時に，友達のしていることなど，周りも見え始めます。

友達との思いの違いに気付いたり，自分との思いの違いに葛藤したりします。その葛藤を

乗り越えるで，大きく成長する時期でもあります。様々な姿を見せるとは思いますが，お

家の方や教師が支え見守ることで乗り越えていきます。気になることはどうぞおっしゃっ

てくださって一緒に考えていきたいと思います。

 「３」の項目では，○がつかないことで，お家の方も反省しておられる方がありました。

遊んでいる時でもあくびをしている子がいたり，職員室でごろごろしたりするような子ど

も時折みられます。毎月の体重測定時には，保健職員からうがい手洗いの大事さ，健康な

生活について子どもたちにわかりやすく手作りの紙芝居などで伝えています。

したい遊びを十分に楽しみ，力を発揮できるように家庭では，「はやね・はやおき・あさ

ごはん」，「朝のトイレ」など，生活リズムを整えていただき，幼稚園では子どもたちが意

欲的に遊ぶことができる環境を整え，友達とかかわる中で様々に経験することを支えてい

きたいと思っています。よろしくおねがいします。
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平成２６年３月１４日

保護者様

京都市立中京もえぎ幼稚園

園 長   永本 多紀子

幼稚園評価の結果について

 お別れ遠足を経験し，３・４歳児の子どもたちも 5 歳児との名残を惜しむように，あち
らこちらで，子どもたち同士が自然にかかわりながら楽しむ姿が見られます。

さて，幼稚園教育の評価のお願いをしたところ，大勢の方にご協力をいただきました。

ありがとうございました。ここに，集計した結果をお知らせします。あわせて教職員自己

評価の結果もお知らせいたします。本年度も大変お世話になりありがとうございました。

中京もえぎ幼稚園の子どもたちが心豊かにいきいきと成長するために，これからも保護者

の皆様と連携して，全力で頑張りたいと思っています。どうぞ，今後ともよろしくお願い

いたします。

１．教育活動について

設問
１ お子さんは楽しんで幼稚園に通っていますか。
２ 子どもたちと教職員は信頼関係を築くことができていると思いますか。
３ 子どもたちが自ら遊びたくなる環境が整えられていると思いますか。
４ 子どもたちが片づけやすい環境や持ち物の始末など意識できる環境やかかわりが感じられ
ますか。
５ 教職員に話しやすい雰囲気がありますか。
６ 幼稚園の遊びの様子がわかりますか。（日々の降園時の話や参観，ホームページなどから）

回収率 ８４％
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どの設問についても A「大変そう思う」，B「そう思う」を合わせて肯定的な回答が９５％
以上ありました。幼稚園，教育活動，教職員に対して温かい目で見ていただいていること

もわかり，大変うれしく思います。D「そう思わない」を回答された方はどの項目について
もおられませんでした。教職員，様々なご意見を受け止め今後に生かしていきたいと思い

ます。

 以下，記述欄のご意見です。 

（１「お子さんは楽しんで幼稚園に通っていますか。 」に関して）

○のびのび楽しく過ごせた。温かくみまもっていただきありがとうございました。

○家でも話題の中心が幼稚園になっている

○素のままの自分を受け止めてもらえるような温かい雰囲気の中で，子どもが安心して通

っているのが伝わってきます。

○北側，園庭側で先生と挨拶することで，子どもが今日も楽しいようちえんだなと感じる。

○一年を通して先生が登園時に声をかけて下さるのがとても嬉しかったです。

（２「子どもたちと教職員は信頼関係を築くことができていると思いますか。」に関して）

○人と人のつながりを感じることができる幼稚園であった。

○子どもと先生に信頼関係が築けていると思う

○安心して預けることができた。

（３「子どもたちが自ら遊びたくなる環境が整えられていると思いますか。」に関して）

○工作の素材が種類も量もたくさんあり，自由な発想のままに表現できる環境だと思う。

○子どもが自由に遊べる環境があり，また想像する材料も多くあって，子どもたちにとっ

ては本当に素晴らしい園だと感じています。 

○パパママティチャーで子どものアイディアが膨らむようなアドバイスの仕方や材料の提

案をしている姿をみて子どもが工夫し創り出す遊びを思う存分にできる環境があると感じ

た。

○竹馬もつくりっぱなし，コマも与えっぱなしではなくて，日々お友達と一緒に取り組め

るような環境で子どもの自信にもつながっています。 

○年少時に○○レンジャーやウルトラマン等の遊びは進めていない，忍者や海賊等の想像

力が深まるものを奨めているとのこと，年中年長でもそうであってほしい。

（４ 子どもたちが片づけやすい環境や持ち物の始末など意識できる環境やかかわりが感

じられますか。）に関して）

○幼稚園では継続して遊べる環境があり，子どもが「続きをして遊ぶよー」と楽しみにし

ています。

○園庭が整っていない

○物が多く，幼稚園の広さに対して子どもの人数が多いので雑然としている場所がある。

（５「教職員に話しやすい雰囲気がありますか。」６「幼稚園の遊びの様子がわかりますか。」

に関して）
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○パパマママティチャーで子ども同士のやり取りや友だちとの遊びの関わりがよくわかっ

た。大変だけれど，もっと気軽に参加できる雰囲気になればいいなと思う。

○お迎えの場所がざわざわしている場所で先生の話が確認できない。

○個人懇談会を年間２回は設定してほしい。生活発表会運動会のアンケートがなくなり残

念であった。幼稚園と保護者の気持ちが通じ合うことが大変重要であると思っているので，

その機会が減るのは残念です。もえぎの良さが失われないようにと願っています。

○先生と話をする機会がないので，個人懇談会をしてほしい。

○先生が忙しそうにしているので，追いかけてまで話すのは申し訳ないので，個人懇談会

をしてほしい。

○ホームページにて他学年のこともよくわかった。

○パソコンを持っていないので先生からの発信が少ない。

○マラソン大会では予定が 2度も変わり応援できなかったので対応を考えてほしい。
○今までにあった行事がなくなり残念に思っています。そのことに園から説明がないこと

が残念です。理由を教えてもらえたら納得できると思うのですが，何も言ってもらえない

と「どうしてかな」と気になってしまいます。年によって行事が違うのは当たり前かもし

れませんが，兄弟がいて今までの様子を知っているとどうしても疑問をかんじてしまいま

す。

（その他のことに関して）

○家庭教育講座の話がよかったので，もっと参加者が増えるように宣伝をすればいい。

○親の負担が大きい。

○PTAも含め，親参加の行事が多すぎる。
○預かり保育は助かるのでもっと充実してほしい。

○欠席の時の連絡方法を改善してほしい。

たくさんのご意見をありがとうございました。熱心に考えて下さり，ありがたく思って

います。

 環境に対して，園庭が整っていない，雑然とした場所があるとのご指摘をいただきまし

た。幼稚園では遊びを継続して楽しむことを大事にしています。例えばお店ごっこなど，

明日も開店するために店を整えておくといったことも，片づけの一つです。また，元の通

りに気持ちよく片づける，目で見てわかる札を貼ることで物を対応させて片づけることも

大事にしています。大人が思うような整然とすっきりと片づけをすることもあれば，子ど

もたちが「これで，明日もお店ができる」と自分たちで整えることを大事にする時もあり

ます。子どもたちそれぞれが，それぞれの時期に大事にしたいことを教師がねらい，片づ

けています。ただ，園庭は，園庭開放があるために遊びの環境を置いておき，それを継続

し保育するということが難しい場です。私たちもどのように園庭を整えていくのか，どの

ように園庭での保育の継続を考えていくのか，試行錯誤している所でもあります。園庭開
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放は保育とは違い，教育課程外の（放課後の遊び）遊びですので，遊びを残しておくこと

は考えておりません。預かり保育についても同様です。保護者の方も園庭開放後の片づけ

を子どもと一緒にきちんとしていただくことや午前保育時や他学年の保育中には園庭開放

がないことなど，これからもご協力お願いいたします。ありがとうございました。

 また，個人懇談会のご希望のご要望をいただきました。今年度は，クラスや学年の子ど

もたちのその時々の様子や担任の願いを知っていただきたいという思いがあり，学級懇談

会を例年より複数回もたせていただきました。個人懇談会のご要望をお聞きし，ご希望の

方には個人懇談会をもたせていただきました。幼稚園としても家庭と幼稚園とが，子ども

のために話し合い，共に考え，悩み，成長を喜ぶといったことは大変大事だと考えており

ます。気になることや思われたことは，「先生，忙しそうだし…」「こんなことを言っても・・・」

と思われずに，どうぞいつでも御声掛けください。私たちも，幼稚園での気になることや，

お家の方に伝えたいことなどは声を掛けさせていただいています。場合によってはいつで

も個人懇談会のように，時間をとって話を聞いたりしたりさせていただきます。お電話で

お伝えいただいても結構です。

 行事については，始業式，終業式，PTA 総会などの機会に園長から話をさせていただい
たとおり，幼稚園の教育は，毎年，同じ活動をすることを大事にしているのではなく，発

達に応じたねらいや遊びのもと，その年の子どもたちの様子や遊びの興味，担任と織りな

す生活の中でどのような遊びを楽しんでいくかということは，少しずつ，毎年違います。

遊びや生活をつくっていく中で，今年はこんなことがしたい，こんな経験が必要，こんな

ことをしたらより遊びが楽しくなる（H25 年度で言うと，5 歳児のクッキー作りや竹馬オ
リンピック，4歳児のポップコーン屋さんや船岡山の園外保育，3月の大原学舎へのお別れ
遠足など）と計画していきます。ですので，年度当初に決定している大きな行事もあれば，

保育の計画で様々に変化していくものもあります。ですので，今年度経験したことも来年

度はその時々に担任と子どもたちとの生活や遊びの流れを大事に計画していきますから，

必ずするとは限らないのです。また，中京もえぎ幼稚園は，学校運営協議会（もえぎティ

ンクル）の事業として行っている行事もあります。地域の方のご協力で子どもたちに豊か

な経験をさせていただいています（お茶会体験やうちわ作り，大原学舎への園外保育，預

かり保育の読み聞かせボランティアなどもティンクルの事業です）。ご兄弟がおられる方な

どが，これまでの経験からどうしてかなと，思われるのは当然のことだと思います。私た

ちも自分たちで伝えたつもりになっていたり，わかってもらえているつもりになっていた

りしていたのではないかと反省しています。疑問に思われたことや説明が足りないことは

お伝えさせていただきますので，どうぞ気軽にお尋ねください。

 他にもさまざまな貴重なご意見をありがとうございました。今後に生かしていくことが

できるように，教職員で真摯に受け止め，考えていきたいと思います。ありがとうござい

ました。
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２．教職員自己評価について

教職員の自己評価では，「子ども」を「担当する学級や学年，あるいは全園児」，「教

職員」を「自分自身」と設問を読み替えて評価しました。保護者の方に比べて教職員の

自己評価は A「大変そう思う」より B「そう思う」の割合が高くなっています。また，C，
Dについての回答はありませんでした。
 他の項目に比べて，「４ 子どもたちが片づけやすい環境や持ち物の始末など意識できる

環境やかかわりが感じられますか。」の項目において，Bの割合が高くなっています。先ほ
どもお伝えさせていただいた通り，どのようにすれば子どもたちに片づけや持ち物の始末

などの基本的生活習慣が身につくのか，そのための幼稚園での関わりや環境の工夫はどう

すればいのだろうかといことを職員でも話し合い，取り組んできました。今後も丁寧に考

えていきたいと思っています。また，教職員も「もっと保護者に伝える努力が必要であっ

た」と感じています。今後も話しやすい雰囲気を心がけ，保護者の方と一緒に子どもを育

てるために日々努力を積み重ねていきます。よろしくお願いいたします。
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設問

教職員の幼稚園評価（後期）

Dそう思わない

Cあまりそう思わない

Ｂそう思う

A大変そう思う

設問
１ お子さんは楽しんで幼稚園に通っていますか。
２ 子どもたちと教職員は信頼関係を築くことができていると思いますか。
３ 子どもたちが自ら遊びたくなる環境が整えられていると思いますか。
４ 子どもたちが片づけやすい環境や持ち物の始末など意識できる環境やかかわりが感じられま
すか。
５ 教職員に話しやすい雰囲気がありますか。
６ 幼稚園の遊びの様子がわかりますか。（日々の降園時の話や参観，ホームページなどから）
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３．お子さんの様子についてのアンケートについて

今年度，中京もえぎ幼稚園は，生活習慣の自立，規範意識の育成について取り組んでい

ます。お子さんの様子について，アンケートを実施しました。自由記述のお子さんの様子

についてもほぼすべての方に書いていただきありがとうございました。一人一人の幼稚園

での様子を思い浮かべながら，大事に読ませていただきました。

一年間を振り返り，お子さんの成長を感じていただいたり，今後大事にしたい事を思っ

ていただいたりし，担任が思っていることを家の方も思っていて下さったり，家庭での様

子をお伝えいただいたりして，子どもたちの成長を嬉しく思います。

それぞれのお子さんの成長ですので，集計して割合を出すことの意味はあまりないよう

に思われますが，参考にご覧いただければと思います。

学年ごとにあてはまると〇をしていただいた方の割合です。

設問 3歳児 4歳児 5歳児
１幼稚園生活を楽しんでいる ９２％ ９６％ ９７％

２先生や友達など身近な人に親しみを感じている ９０ １００ ９７

３様々なことに興味を持っている ８６ ８０ ８５

４その子どもなりに自分の力で様々なことをしようとし，で

きることを喜んでいる

８６ ８８ ９５

５ものごとをあきらめずに最後までやろうとしている ５０ ５８ ５８

６集団生活や社会生活のきまりなどをその子なりに守ろう

としている

７６ ８４ ８２

７家族に自分の気持ちを言葉で伝えようとしている ８８ ８０ ９２

８家族や友達の話を聞こうとする ５６ ８０ ７０

９家庭で絵本や物語などに親しんでいる ８０ ７４ ７５

「５ものごとをあきらめずに最後までやろうとしている」ことは，こどもたちにとって

はとても難しい事だと思います。生活発表会を終え，進級，修了を控えたこの時期に，竹

馬や一本歯下駄に挑戦したり，年長児にあこがれて楽器遊びをしたりしている姿をみてい

ると，自分の思うとおりにいかないことや，ちょっと難しこと，困難な事にも自ら向かっ

ていこうとする力が育って生きているのを感じます。

幼稚園では友達とのかかわりの中で自分の思うようにならないことがあっても，自ら気

持ちを立て直したり，自分で自分の思いを言葉で伝えたりすることを大事にしてきていま

す。そのために教師が仲立ちとなって伝えたり，気持ちを代弁したり，見守り支えたりし

ています。幼稚園では友達から刺激を受け，自分もやってみたいという意欲こそが「５も

のごとをあきらめずに最後までやろうとしていく」力につながっていくのだと思います。

また，「最後までやる」というのと，「やろうとしている」というのは，違います。幼稚

園では，やろうとする気持ちを育てたいと思っています。その子どもなりの「やろうとし

ている」を大事に今後も一人一人の成長を願っています。
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（京都市立中京もえぎ幼稚園）No.1
1

2

分野 評価項目 評価指標 改善策

充実した遊び 研究保育・エピソード研修での考察，保護
者・教職員アンケート結果

環境構成 研究保育・エピソード研修での考察，保護
者・教職員アンケート結果

発達段階に応じた指導 研究保育・エピソード研修での考察

教職員の連携 研究保育・エピソード研修での考察，保護
者・教職員アンケート結果

基本的生活習慣の定着 研究保育・エピソード研修での考察，保護
者・教職員アンケート結果

意欲的な遊び・生活 研究保育・エピソード研修での考察，保護
者・教職員アンケート結果

環境構成の工夫 研究保育・エピソード研修での考察

個に応じたかかわり 研究保育・エピソード研修での考察，保護
者・教職員アンケート結果

保幼小連携の推進 こどもみらい館・保幼小連携プロジェクトの
取組状況

地域に根差した取組 学校運営協議会を生かした取組状況

家庭との連携 パパママティチャーの活用状況，ほっと
チャットでの取組

子育て支援 預かり保育・園庭開放の実施利用状況，未
就園児教育相談の実施状況

情報発信 学級だより・園だよりの発行・ＨＰの更新状況，保護者・教
職員アンケート結果，ほっとチャットの取組

２－①　自己評価　　【　評価日　：　平成２５年１０月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者・組織（名称）　：　保護者　教職員　　　　　　　　　　　　　】

２－②　学校関係者評価　　【　評価日　：　　平成２５年９月２４日　　　　　　　　　　　　評価者・組織　：　学校運営協議会　，　学校評議員　（いずれかに○）　　】

　　　　平成２５年度　　学校評価実施報告書

　１回目評価

4 園独自の取組

預かり保育では，３歳児の特別預かりを始めている。３歳
児と４，５歳児の兄弟との降園時間の差をなくし，保護者
の負担軽減のために兄弟がいる希望者や就労などの特
別事情のある家庭に限っているが，兄弟のいるほとんど
の家庭が利用している。ホームページは毎日更新が定着
しつつある。保護者は個別にも子どもの様子を知りたいと
思い，教員も伝えたいと思っている。

保幼小の取組では事前・事後の研修をしっかりと行ったこ
とで，子どもの育ちについて深めることができた。地域の
人材や文化を活用して祇園祭，京うちわ作り，お茶会体験
など行事に取り入れることができた。その意義を保護者に
伝えていくことが必要である。パパママティチャーでは，保
育についてわかりやすく伝えることが教員の力量を高める
ことにもなっている。

自己発揮・
自己抑制

1

３歳児の預かり保育では，どのように過ごすことが子ど
もにとって負担がないのか，進めながら考えていくと共
に環境を整えていきたい。保護者には毎日顔を合わせ
るので，降園時などの時間をうまく利用したり，毎月の
誕生児の保護者が集うほっとチャットなどで，幼稚園教
育や家庭教育について発信すると共に保護者自身が
視野を広げることができるように取組を進めたい。

規範意識について保護者も共に取り組んでいくことも大事であろう。未就園児や幼稚園児から中学生まで一貫して同じ意識をもち家
庭でも地域でも幼稚園学校でも取り組んでいくことが大事であろう。小中学校との連携も大事である。登降園時の安全について保護
者も意識ができるように地域も幼稚園も一緒に取り組んでいきたい。保護者が幼稚園の取組について満足感をもっていることが感じ
取れる。

小学校と連携し，お互いしていることを伝え合うと共に，互いの研究発表会などに
参加するなど教員間でもさらに連携を深めていきたい。子どもたちが豊かな経験
ができるように行事などについてプロジェクトへの位置づけを確認したり，行事を
精選していくことも今後必要であろう。また，未就園児に対しても家庭の教育の大
事さや子育ての知恵などが伝えられる場を設けることができないか，今後検討し
ていきたい。

評価結果 改善に向けた支援策

学年会でのエピソード研修をすすめると共に，学年を超
えた全体での園内研修や学年主任会を充実させ，広い
視野をもって分析することができるように機会をもつ。
教員一人一人が自分の課題をもって研究を進めること
ができるように話し合いを深めていく。子どもがどのよう
なことに心を揺らしているのか，その思いをどのように
捉えどのように援助していくのか丁寧に考察していく。

2

こどもみらい館との連携をさらに深め，中間発表に向け
て取り組んでいく。学校運営協議会について保護者に
わかりやすく伝えていくことが必要である。また，行事に
ついてその意味や子どもにとって何が大切なのか伝え
る必要がある。パパママティチャーの取組を３歳児にも
広げる。保育参観ではなく，保育者としてかかわること
や，子どもの育ちについて共有していきたい。

3 連携

　平成２５年度　　重点評価項目

・自己発揮しながら人と折り合いをつけ気持ちを調整しようとする力の育成　・基本的生活習慣を身につけ自立へ向かう基礎の育成

自立心

分析（成果と課題）

なぜ基本的生活習慣を身につけることが大事なのか，身
につけていくためにはどのような環境や援助が必要なの
か探ってきた。基本的生活習慣を大事にすることが意欲
や自立の礎になることを確かなものにし，教職員，家庭と
共通理解していくことが課題である。保護者アンケートから
は３歳児で自分でできる喜びを感じ４歳児では様々に葛藤
し５歳児でさらに自信となっていくことが見られた。

幼稚園の集団生活の中で，なぜ基本的生活習慣を大
事にしていくのか，教員一人一人が自覚しながら進め
ることができるように園内の研修などでその意味につい
て深めたい。また，家庭には，それぞれの学年の特徴
や葛藤など様々な経験の大事さを学級懇談会などの
機会を設け伝えたり，具体的にどのようにしていくかを
個別に伝えたりしていく。

幼児が自己充実しながら遊ぶためにはどのような環境や
教師のかかわりが大事なのか，子どもの実態を捉えて取
り組みを進めてきた。研究保育やエピソード研修から学年
やその時期に大事にしたい姿が見えてきているが，発達
の視点で分析を深めていくことが課題である。保護者アン
ケートからも子どもが楽しんで幼稚園で生活していたり，
教職員が連携して保育していることに高い評価を得てい
る。
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